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論
説陳

元
光
信
仰
と
福
建
漳
州
九
龍
江
デ
ル
タ
社
会

―
―
陳
元
光
部
将
信
仰
を
め
ぐ
っ
て

亀　

岡　

敦　

子

は
じ
め
に

筆
者
は
こ
れ
ま
で
、
基
層
社
会
の
構
造
の
実
態
お
よ
び
そ
の
変
容
過
程
に
つ
い
て
、
中
国
の
東
南
沿
海
に
位
置
す
る
福
建
省
を
地

域
的
対
象
と
し
、
唐
代
（
六
一
八
～
九
〇
七
）
～
清
朝
初
期
（
一
七
世
紀
）
ま
で
の
比
較
的
長
い
ス
パ
ン
を
時
代
的
対
象
と
し
て
、

分
析
・
検
討
を
加
え
て
き
た
。

福
建
省
の
基
層
社
会
で
は
、
父
系
血
縁
集
団
で
あ
る
宗
族
の
発
達
や
、
各
地
各
様
の
土
着
的
な
神
々
に
対
す
る
民
間
信
仰
の
盛
行

が
顕
著
に
み
ら
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
宗
族
組
織
と
民
間
信
仰
と
の
村
落
社
会
に
お
け
る
機
能
や
相
互
の
関
係
性
の
実
態
が
明
ら

か
に
さ
れ
て
き
た

（
（
（

。
人
々
の
生
活
の
場
に
お
い
て
両
者
は
併
存
し
、
帰
属
意
識
・
凝
集
力
の
形
成
、
社
会
秩
序
維
持
、
国
家
と
の

関
係
の
媒
介
と
い
っ
た
役
割
を
果
た
し
て
い
る

（
（
（

。

同
族
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
村
落
で
あ
る
単
姓
村
は
血
縁
を
社
会
紐
帯
と
す
る
一
方
で
、複
数
の
宗
族
が
居
住
す
る
雑
姓
村
で
は
、
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宗
族
同
士
が
生
活
空
間
を
共
有
し
、
神
を
祀
っ
た
廟
を
媒
介
と
し
て
宗
族
連
合
が
形
成
さ
れ
、
村
落
の
凝
集
力
の
源
と
な
っ
て
い
た
。

宗
族
と
民
間
信
仰
の
間
に
は
相
互
作
用
関
係
が
存
在
し
、
宗
族
が
民
間
信
仰
の
主
体
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
宗
族
と
宗
族
と
の
間
の

関
係
も
、
ど
の
神
を
信
仰
し
て
い
る
か
に
よ
っ
て
異
な
る
と
い
う

（
（
（

。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、
前
近
代
福
建
の
基
層
社

会
に
お
け
る
宗
族
と
民
間
信
仰
の
形
成
、
実
態
、
相
互
関
係
の
変
容
過
程
を
検
討
す
る
こ
と
が
、
福
建
と
い
う
一
地
域
に
固
有
の
歴

史
的
世
界
を
解
明
す
る
に
あ
た
っ
て
重
要
な
課
題
と
な
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
現
代
の
福
建
社
会
を
対
象
と
し
た
現
状
分
析
的
研
究
に
お
い
て
は
、
歴
史
的
視
点
が
や
や
欠
け
て
お
り
、
宗
族

と
民
間
信
仰
の
相
互
関
係
が
生
ま
れ
た
歴
史
的
過
程
に
つ
い
て
は
未
だ
に
明
ら
か
で
な
い
部
分
が
多
い
。
前
近
代
福
建
の
宗
族
と
社

会
組
織
に
つ
い
て
は
、
社
会
経
済
史
の
分
野
に
お
け
る
研
究
の
厖
大
な
蓄
積
が
あ
る

（
（
（

。
そ
の
中
で
鄭
振
満
は
、
莆
田
江
口
平
原
で
は
、

同
じ
水
利
灌
漑
系
統
に
属
す
る
村
落
が
村
落
を
越
え
て
水
利
を
め
ぐ
る
社
会
組
織
を
形
成
し
、
そ
れ
ら
の
村
落
集
団
の
凝
集
力
の
中

心
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
の
が
、
村
落
の
建
立
し
た
神
廟
系
統
と
祭
祀
組
織
で
あ
り
、
村
落
社
会
に
お
い
て
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
し
た
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
中
で
宗
族
の
問
題
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
宗
族
と
民
間
信
仰
の
関
係

性
に
つ
い
て
は
不
分
明
で
あ
る

（
（
（

。

前
近
代
福
建
の
民
間
信
仰
に
つ
い
て
、
Ｂ
・
テ
レ
＝
ハ
ー
レ
は
、
福
建
を
代
表
す
る
八
つ
の
民
間
信
仰
の
起
源
と
拡
散
の
実
態
に

つ
い
て
の
研
究
の
中
で
、
陳
元
光
信
仰
の
歴
史
的
展
開
に
つ
い
て
も
論
じ
た
。
彼
は
、
福
建
の
各
地
域
の
地
方
志
の
記
載
内
容
に
依

拠
し
て
、
祠
廟
の
創
立
時
期
と
分
布
を
分
析
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
彼
の
研
究
は
地
方
志
と
い
う
き
わ
め
て
限
定
的
な
史
料
に
の

み
依
拠
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
諸
神
の
出
身
と
さ
れ
る
地
域
で
、
村
落
や
宗
族
レ
ベ
ル
の
共
同
体
に
お
い
て
、
何
時
如
何
に
し
て

信
仰
が
受
容
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
十
分
に
は
検
討
さ
れ
て
い
な
い

（
（
（

。

本
稿
で
は
、
福
建
南
部
沿
海
に
位
置
す
る
漳
州
地
域
の
、
特
に
九
龍
江
河
口
地
域
（
以
下
、「
九
龍
江
デ
ル
タ
」
と
呼
称
す
る
）
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［
地
図
］
九
龍
江
デ
ル
タ

※
『

福
建

省
情

地
図

集
』

編
纂

委
員

会
編

『
福

建
省

情
報

地
図

集
』

福
州

：
福

建
省

地
図

出
版

社
（

20
09

）
を

も
と

に
筆

者
が

作
成
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に
存
在
す
る
陳
元
光
関
連
祠
廟
を
中
心
と
し
て
と
り
あ
げ
、
当
該
地
域
に
お
け
る
陳
元
光
信
仰
と
地
域
社
会
の
歴
史
的
展
開
に
つ
い

て
初
歩
的
な
検
討
を
行
う
。
そ
れ
に
よ
っ
て
前
近
代
福
建
の
基
層
社
会
に
お
け
る
宗
族
と
民
間
信
仰
の
形
成
、
実
態
、
相
互
関
係
の

変
容
過
程
を
明
ら
か
に
し
、
ひ
い
て
は
福
建
と
い
う
一
地
域
に
固
有
の
歴
史
的
世
界
を
解
明
す
る
手
が
か
り
と
し
た
い
。

陳
元
光
と
は
、
福
建
南
部
沿
海
に
位
置
す
る
漳
州
地
域
の
地
域
神
で
あ
り
、
現
在
で
は
〈
開
漳
聖
王
〉
と
も
呼
称
さ
れ
て
い
る
。

明
末
以
降
、
漳
州
の
民
衆
が
東
南
ア
ジ
ア
や
台
湾
に
大
量
に
移
住
し
た
た
め
、
陳
元
光
へ
の
信
仰
は
現
在
で
は
東
南
ア
ジ
ア
や
台
湾

に
も
広
く
伝
播
し
て
い
る

（
（
（

。

九
龍
江
デ
ル
タ
は
、現
在
は
漳
州
台
商
投
資
区
（
旧
龍
海
市
角
美
鎮
）
お
よ
び
龍
海
市
の
九
龍
江
沿
岸
に
あ
た
る
地
域
［
地
図
］
で
、

隆
慶
元
年
（
一
五
六
七
）
以
降
の
行
政
区
分
で
い
え
ば
、
龍
渓
県
の
二
十
八
都
お
よ
び
二
十
九
三
十
都
と
、
海
澄
県
（
隆
慶
元
年
に

設
置
）
に
属
す
る
地
域
で
あ
る
。
明
代
以
降
、
福
建
南
部
の
地
域
社
会
の
秩
序
維
持
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
の
が
、
宗
族
と
祭

祀
組
織
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
福
建
沿
海
部
で
は
、
祠
堂
の
建
設
と
族
譜
の
編
纂
を
通
し
て
宗
族
を
形
成
す
る
動
き
が
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
が
、
明
代
中
葉
に
な
る
と
広
範
囲
に
普
及
し
た
。
一
方
で
、
祠
廟
を
中
心
と
し
た
祭
祀
組
織
も
共
存
し
、
宗
族
単
位
で
あ

る
い
は
複
数
の
宗
族
が
集
ま
っ
た
村
落
単
位
で
祠
廟
の
祭
祀
を
行
っ
た

（
（
（

。

地
方
志
に
記
録
さ
れ
た
廟
は
特
別
な
存
在
で
あ
り
、記
録
さ
れ
な
か
っ
た
廟
の
方
が
多
数
を
占
め
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。し
た
が
っ

て
、
各
信
仰
の
実
態
に
よ
り
迫
る
た
め
に
は
、
地
方
志
以
外
の
文
献
を
使
用
し
て
、
各
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
て
、
よ
り
微
視
的
な

考
察
を
行
う
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。
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第
一
章　

陳
元
光
と
部
将
の
信
仰

民
間
の
廟
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
を
把
握
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
丁
荷
生
・
鄭
振
満
の
報
告
に
よ
る
と
、
陳
元
光
を
祀
る
廟
は
、

現
在
、
漳
浦
県
に
九
五
座
存
在
す
る
と
い
う
。
ま
た
、
林
本
諒
の
調
査
に
よ
る
と
、
龍
海
市
（
現
在
の
漳
州
台
商
業
投
資
区
、
明
清

時
代
の
龍
渓
県
・
海
澄
県
の
一
部
）
に
は
、
陳
元
光
を
主
神
あ
る
い
は
配
神
と
す
る
廟
が
三
一
座
現
存
す
る
［
表
１
］（

（
（

。

陳
元
光
に
加
え
て
、〈
陳
元
光
遠
征
随
伴
伝
承
〉
に
登
場
す
る
陳
元
光
の
部
将
も
信
仰
を
集
め
て
い
る
。
陳
元
光
と
と
も
に
中
原

か
ら
遠
征
し
て
福
建
に
侵
入
・
定
住
し
た
部
将
は
、
明
代
の
万
暦
『
漳
州
府
志
』
に
お
い
て
初
め
て
地
方
志
上
に
登
場
し
、
三
〇
人

の
姓
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
崇
禎
『
漳
州
府
志
』
で
は
、
陳
元
光
が
「
五
十
八
姓
」
の
部
将
を
率
い
て
福
建
に
遠
征
し
た
と
さ

れ
て
お
り
、
清
代
の
康
熙
『
漳
州
府
志
』
で
は
、
一
三
二
人
の
部
将
に
号
令
を
か
け
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
当
該
書
に
は
そ
の
う
ち

九
五
人
の
姓
名
が
記
さ
れ
、光
緒
『
漳
州
府
志
』
で
は
一
人
増
え
て
九
六
人
の
姓
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、こ
れ
ら
の
部
将
（
あ

る
い
は
陳
元
光
の
「
家
族
」）
の
リ
ス
ト
は
『
穎
川
陳
氏
開
漳
族
譜
』（
陳
禎
祥
編
纂
、
民
国
五
年
（
一
九
一
六
）
刊
）
に
「
大
宋
紹

興
拾
参
年
追
封
陳
聖
王
許
昭
侯
等
勅
」
と
し
て
、『
平
和
侯
卿
陳
氏
族
譜
』（
道
光
九
年
（
一
八
二
九
）
四
修
稿
本
）
に
は
「
増
封
誥

宋
紹
興
二
十
年
総
封
家
属
部
将
大
小
官
員
」
と
し
て
収
録
さ
れ
て
お
り
、
陳
元
光
や
陳
元
光
の
家
族
と
子
孫
、
お
よ
び
配
下
の
部
将

が
南
宋
紹
興
十
三
年
（
一
一
四
三
）
あ
る
い
は
紹
興
二
十
年
（
一
一
五
〇
）
に
授
与
さ
れ
た
と
い
う
封
号
が
列
挙
さ
れ
て
い
る

（
（1
（

。

陳
元
光
信
仰
の
体
系
に
お
い
て
信
仰
を
集
め
る
代
表
的
な
部
将
は
、「
李
伯
瑤
」「
馬
仁
」「
許
天
正
」
で
あ
り
、当
地
の
人
々
か
ら
は
、

李
白
瑤
は
「
輔
信
（
輔
勝
）
将
軍
」、馬
仁
は
「
輔
順
将
軍
」
あ
る
い
は
「
馬
公
爺
」、許
天
正
は
「
宣
威
将
軍
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
部
将
の
姓
名
な
ら
び
に
封
号
は
、「
大
宋
紹
興
拾
参
年
追
封
陳
聖
王
許
昭
侯
等
勅
」
や
「
増
封
誥
宋
紹
興
二
十
年
総
封
家

属
部
将
大
小
官
員
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
と
一
致
す
る
。
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※林本諒「龍海市開漳聖王廟宇」同『龍海市開漳聖王相関参考資料』私家版（2011）より作成 

［表１］龍海市開漳聖王廟宇 

鎮 村 社 名称 始建 主神 配神 備考

東園 過田 峨山東 龍応寺 五代後唐 仏 陳聖王

李伯瑤

馬仁

東園 鳳鳴 嶺後 威惠廟 宋政和2(1112) 開漳聖王 輔信

白水 西鳳 碧南 石龍宮 明初 開漳聖王 輔信

林王

詹王

白水 崎岎 鶴頭 鳳安宮 清 開漳聖王

白水 方田 大廟 明 開漳聖王 輔信

馬仁

輔信

白水 磁灶 隆寿宮 明末 開漳聖王

白水 下田 下士 赫霊宮 明末 開漳聖王

陳聖王

如来仏

浮宮 霞圳 烏脚寮 威惠廟 1993重建 開漳聖王

馬仁

輔信

浮宮 邱厝 下柯 新安宮 開漳聖王

海澄 嶼上 儒山 儒山廟 明 開漳聖王

輔信

玄天上帝

良間王公

海澄 黎明 田尾 仁美廟 開漳聖王

詹英

林孔著

榜山 田邊 鳳田 鳳田廟 明 開漳聖王

榜山 洋西 渡頭 賛范宮 約明 魏媽 陳聖王

港尾 島美 朝陽宮 元 開漳聖王

陳聖王

玄天上帝

韓丹爺

隆教畲族鄕 新村 西南院廟 開漳聖王

隆教畲族鄕 白塘 聖宮
清嘉慶間（1796-
1820）

開漳聖王

漳州開発区 大径 田中央 福安宮 明初 開漳聖王

漳州開発区 白沙 碧沙宮 1991重建 開漳聖王

程溪 下庄 横山 開漳聖王廟 清 開漳聖王

輔順

観音

謝府元帥

角美 沙坂 金沙廟 明 開漳聖王 輔信

趙山廟

（五社庵）

東園 鳳山 爐内

白水 郊邊

廣惠聖王廟 明宣徳 開漳聖王

開漳聖王旗山宮 元末

開漳聖王

いまだ重修
されていない

白水 金鰲 西峰 西峰廟 元初

新村 姑龍廟 宋

部将開漳聖王宋威惠廟

白水 山美 鶯山寺 明

角美 楊厝 碧湖

下店石厝角美

清乾隆間（1736-
1795）

開漳聖王

田中 田中祖廟 清 開漳聖王

開漳聖王

海澄 合浦 合浦大廟 宋 開漳聖王

榜山 南苑 陳厝 翠桐廟 元

霞威浮宮

隆教畲族鄕

顔厝 片邊

開漳聖王清光緒24(1898）振東宮東邊

魏母は陳元光
の母親だと伝え
られるが、調査
を要する

※林本諒「龍海市開漳聖王廟宇」同『龍海市開漳聖王相関参考資料』私家版（2011）より作成

［表１］龍海市開漳聖王廟宇［表２］開漳聖王部将廟宇
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［表２］開漳聖王部将廟宇

  

［表２］開漳聖王部将廟宇 

※林本諒「龍海市開漳聖王廟宇」同『龍海市開漳聖王相関参考資料』私家版（2011）より作成 

鎮 村 社 名称 始建 主神 配神 備考

東園 東園 下田 輔信将軍廟 明清 輔信

東園 嶺後 寧安 崇真院 輔信

東園 嶺後 埔兜 埔兜廟 明 輔順

輔信

宣威許

東園 港邊 槐浦 馬大将軍廟 馬仁

白水 山邊 境安宮 清 輔信

浮宮 八坑 寨仔 八坑廟 輔信

許天正

佛

隆教畲族郷 新村 外洋 外洋廟 清 輔順

隆教畲族郷 新村 龍会橋 龍会橋廟 輔順

九湖 田墘 公爺廟 馬仁

九湖 埔美山 宝豊堂 明 輔順

顔厝 水頭 馬公爺廟 明 輔順馬仁

顔厝 上洋 浦西 浦西庵 明清 馬公爺

輔順

蔡徳明

角美 流伝 中社 将軍廟 明 李伯瑤

角美 石厝 下邊 威恵廟 宋 輔信

角美 石厝 上店 威恵廟 宋 輔順

角美 呉宅 林美 東山宮 清道光間修（1821-1850）輔順

角美 石美 北門 山美廟 唐 輔信李

輔順

輔信

輔順

輔信
角美 洪岱 霊応廟 佛

角美 霞嶼 清遠宮

騰里廟 約明

顔厝 上洋 渓尾 安明廟 宋
蔡徳明が何者
かは調査を要
する

いまだ重修
されていない

東園 港邊 港浜廟 明正徳間（1506-1521）

榜山 雩林

※林本諒「龍海市開漳聖王廟宇」同『龍海市開漳聖王相関参考資料』私家版（2011）より作成
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龍
海
市
に
は
部
将
を
配
神
と
す
る
か
、あ
る
い
は
そ
れ
自
体
を
主
神
と
す
る
廟
も
存
在
す
る
［
表
２
］。［
表
１
］
お
よ
び
［
表
２
］

に
よ
る
と
、
陳
元
光
を
主
神
と
す
る
廟
の
う
ち
、
李
伯
瑤
が
八
か
所
、
馬
仁
が
四
か
所
の
廟
で
配
神
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
る
。
部
将

を
主
神
と
す
る
廟
と
し
て
は
、
李
伯
瑤
が
主
神
の
廟
一
〇
か
所
、
馬
仁
が
主
神
の
廟
一
三
か
所
、
許
天
生
が
主
神
の
廟
二
か
所
が
あ

る
。
こ
の
ほ
か
に
も
、「
詹
英
」
と
「
林
孔
著
」
も
主
神
と
し
て
い
る
廟
が
二
つ
あ
り
、陳
元
光
の
「
母
」
と
さ
れ
る
「
魏
母
」
を
祀
っ

た
廟
も
一
つ
存
在
す
る
。
こ
こ
か
ら
、
特
に
篤
い
信
仰
を
集
め
て
い
る
の
は
馬
仁
と
李
伯
瑤
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
陳
元
光
は
遅

く
と
も
北
宋
時
代
に
は
漳
州
で
信
仰
さ
れ
て
い
た
が

（
（1
（

、
彼
ら
部
将
は
如
何
に
し
て
信
仰
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。

康
熙
『
平
和
県
志
』（
康
熙
五
十
八
年
（
一
七
一
九
）
刊
）
に
は
、

威
恵
王
廟
。
在
東
門
外
。
以
祀
唐
侯
陳
元
光
也
。
光
開
漳
闢
土
、
血
食
於
漳
、
俎
豆
百
世
、
擬
社
稷
焉
。（
中
略
）
初
漳
郡
未
有�

建
廟
。
嗣
聖
間
廟
有
雲
霄
。
貞
元
二
年
、
遷
州
治
。
宋
建
炎
四
年
、
郡
始
立
廟
、
而
各
県
郷
村
、
皆
設
廟
矣
。
自
五
代
曁
宋
、

累
封
霊
著
順
応
昭
烈
広
済
王
。
淳
祐
間
、
令
春
秋
致
祭
。
明
正
祀
典
、
改
封
為
昭
烈
侯
。
漳
人
称
州
主
王
。
今
龍
渓
・
漳
浦
、

歳
春
秋
仲
月
、
有
司
尚
有
致
祭
。
惟
和
邑
独
否
、
只
民
間
奉
祀
而
已
。
廟
前
後
二
進
、
并
祀
夫
人
种
氏
及
柔
懿
夫
人
与
二
将
軍

焉
。
或
曰
柔
懿
夫
人
元
光
女
也
。
従
元
光
征
蛮
有
功
、
故
亦
祀
之
。

威
恵
王
廟
。
東
門
外
に
あ
る
。
唐
侯
陳
元
光
を
祀
る
。［
元
］
光
は
漳
州
を
設
置
し
て
土
地
を
開
墾
し
た
の
で
、
漳
州
で
供
物

を
捧
げ
て
祭
ら
れ
て
い
る
。
何
代
に
も
わ
た
る
長
い
間
、
社
稷
と
同
じ
よ
う
に
祭
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。（
中
略
）
漳
州
に

は
は
じ
め
、
廟
は
建
て
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
唐
の
嗣
聖
年
間
（
六
八
四
～
七
〇
四
）
に
廟
は
雲
霄
に
あ
っ
た
。
貞
元
二
年

（
七
八
六
）、
州
の
長
官
で
あ
る
知
州
の
役
所
の
所
在
地
を
移
し
た
。
宋
の
建
炎
四
年
（
一
一
三
〇
）、
漳
州
の
衙
門
は
始
め
て

廟
を
建
て
、
そ
う
し
て
各
県
郷
村
に
は
み
な
廟
が
あ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
五
王
朝
の
時
代
か
ら
宋
の
時
代
に
至
る
ま
で
、
た
び
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た
び
封
号
が
与
え
ら
れ
て
、
霊
著
順
応
昭
烈
広
済
王
と
な
っ
た
。
宋
の
淳
祐
年
間
（
一
二
四
一
～
一
二
五
二
）
に
、
役
所
が
命

じ
て
春
と
秋
に
祭
祀
を
執
り
行
わ
せ
た
。
明
の
正
祀
典
で
は
、
改
め
て
昭
烈
侯
に
封
じ
た
が
、
漳
州
の
人
は
州
主
王
と
呼
ん
だ
。

現
在
、
龍
渓
県
、
漳
浦
県
で
は
、
一
年
の
内
で
仲
春
と
仲
秋
に
、
役
人
が
な
お
祭
祀
を
行
っ
て
い
る
。
た
だ
平
和
県
だ
け
は
そ

う
で
は
な
く
、
た
だ
庶
民
の
間
で
祀
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
廟
の
前
後
は
二
進
で
あ
り
、
あ
わ
せ
て
夫
人
种
氏
と
柔
懿
夫
人

と
二
将
軍
を
祀
る
。
あ
る
い
は
、
柔
懿
夫
人
は
元
光
の
娘
で
あ
る
と
も
い
う
。
陳
元
光
に
従
っ
て
蛮
を
討
伐
し
た
功
績
が
あ
る

の
で
、
ま
た
祀
っ
て
い
る
の
で
あ
る

（
（1
（

。

と
あ
る
。
清
代
康
熙
年
間
（
一
六
六
二
～
一
七
二
二
）
の
平
和
県
で
は
、
陳
元
光
の
ほ
か
彼
の
「
夫
人
」
种
氏
と
娘
で
あ
る
と
も
言

わ
れ
る
「
柔
懿
夫
人
」
と
「
二
将
軍
」
を
祀
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
种
氏
と
柔
懿
夫
人
は
と
も
に
前
掲
の
「
大
宋
紹
興
拾
参
年
追
封

陳
聖
王
許
昭
侯
等
勅
」
や
「
増
封
誥
宋
紹
興
二
十
年
総
封
家
属
部
将
大
小
官
員
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
二
将
軍
が
ど
の
神
を
指
す

の
か
不
詳
で
あ
る
が
、
嘉
慶
二
十
一
年
（
一
八
一
六
）
刊
の
嘉
慶
『
雲
霄
庁
志
』
に
は
そ
の
手
が
か
り
と
な
る
記
述
が
存
在
す
る
。

迎
威
恵
王
。
備
儀
仗
鼓
吹
灯
綵
、
巡
行
郷
社
。
郷
社
各
備
牲
醴
品
物
、
致
祭
祈
福
。
其
宿
宵
之
処
、
演
劇
娯
神
、
迎
関
帝
君
【
正

月
十
三
日
曁
五
月
十
三
日
】・
天
后
聖
母
【
三
月
廿
二
】
亦
然
【
参
和
志
】。
雲
霄
迎
威
恵
王
曁
王
后
、
馬
・
李
二
元
帥
、
王
子

女
神
像
、
俱
出
境
十
五
入
廟
。
郷
社
各
主
一
神
。
擡
搶
争
先
、
奔
騰
衝
突
、
有
因
而
啓
釁
者
。
西
林
・
下
営
・
西
門
皆
然
。
是

日
営
庁
俱
出
弾
圧
諭
禁
。（
筆
者
註
：【　

】
内
は
割
注
。）

［
上
元
節
に
は
］
威
恵
王
を
迎
え
る
。
儀
仗
と
太
鼓
・
笛
お
よ
び
飾
り
提
灯
を
用
意
し
、
郷
社
を
巡
行
す
る
。
郷
社
に
は
そ
れ

ぞ
れ
供
物
を
供
え
、
お
祭
り
を
し
て
福
を
祈
る
。
神
が
夜
お
泊
ま
り
す
る
と
こ
ろ
で
は
、
演
劇
を
催
し
て
神
を
楽
し
ま
せ
る
。
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関
帝
君
を
お
迎
え
す
る
と
き
【
正
月
十
三
日
と
五
月
十
三
日
】
と
、
天
后
聖
母
を
お
迎
え
す
る
と
き
【
三
月
二
十
二
日
】
も
ま

た
そ
う
で
あ
る
【
平
和
県
志
参
照
】。
雲
霄
で
は
威
恵
王
と
王
后
、
馬
・
李
二
元
帥
、
王
の
子
女
の
神
像
を
迎
え
、
と
も
に
境

を
出
て
十
五
日
に
廟
に
入
る
。
郷
社
に
は
そ
れ
ぞ
れ
［
境
］
主
の
神
が
い
る
。
高
く
掲
げ
て
ぶ
つ
か
り
、
先
を
争
っ
て
、
走
っ

て
衝
突
し
、
な
に
か
あ
れ
ば
争
い
の
発
端
を
開
く
。
西
林
、
下
営
、
西
門
［
の
威
恵
廟
］
は
み
な
そ
う
で
あ
る
。
こ
の
日
は
、

雲
霄
営
と
雲
霄
庁
と
も
に
出
て
弾
圧
し
、
諭
し
て
聞
か
せ
る

（
（1
（

。

雲
霄
一
帯
で
は
、
陳
元
光
の
ほ
か
、
陳
元
光
の
后
と
子
女
お
よ
び
「
馬
元
帥
」
と
「
李
元
帥
」
を
祀
っ
て
い
た
と
い
う
。
陳
元
光
の

妻
と
子
女
、
二
人
の
「
元
帥
」
が
登
場
し
、
平
和
県
と
雲
霄
庁
は
以
前
と
も
に
漳
浦
県
に
属
し
、
つ
な
が
り
が
深
い
地
域
で
あ
る
と

い
う
こ
と
か
ら
、
上
記
は
平
和
県
の
威
恵
王
廟
で
祀
ら
れ
て
い
た
神
と
同
一
の
神
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
陳
元
光
の
夫
人
种
氏
は

『
宋
会
要
輯
稿
』
礼
二
〇
―
一
四
二
に
お
け
る
漳
浦
県
の
陳
元
光
祠
に
祀
ら
れ
る
神
々
へ
の
封
号
の
授
与
一
覧
に
見
い
だ
さ
れ
、
南

宋
建
炎
四
年
（
一
一
三
〇
）
八
月
に
初
め
て
「
恭
懿
夫
人
」
と
い
う
封
号
が
授
与
さ
れ
た
。
ま
た
、
紹
興
二
十
七
年
（
一
一
五
七
）

四
月
に
は
息
子
の
「
陳
珦
」
に
初
め
て
「
昭
貺
侯
」
の
封
号
が
下
賜
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
南
宋
時
代
の
漳
浦
県
に
起
源
を
持
つ

神
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
娘
や
「
将
軍
」、「
元
帥
」
に
つ
い
て
の
記
載
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
明
末
の
万

暦
元
年
（
一
五
七
三
）
に
刊
行
さ
れ
た
万
暦
『
漳
州
府
志
』
に
は
『
元
光
家
譜
』
な
ど
の
陳
姓
の
族
譜
に
依
拠
し
て
、
陳
元
光
と

と
も
に
入
閩
し
た
「
部
将
」
の
一
覧
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
部
将
の
〈
神
〉
と
し
て
の
「
封
号
」
に
は
触
れ
ら

れ
て
い
な
い
。
陳
元
光
の
「
大
宋
紹
興
拾
参
年
追
封
陳
聖
王
許
昭
侯
等
勅
」
が
掲
載
さ
れ
た
『
穎
川
陳
氏
開
漳
族
譜
』
は
民
国
五

年
（
一
九
一
六
）
刊
、「
増
封
誥
宋
紹
興
二
十
年
総
封
家
属
部
将
大
小
官
員
」
の
掲
載
さ
れ
た
『
平
和
侯
卿
陳
氏
族
譜
』
は
道
光
九

年
（
一
八
二
九
）
編
纂
で
あ
り
、
地
方
志
上
に
お
け
る
部
将
一
覧
の
完
成
形
は
康
熙
『
漳
州
府
志
』
や
康
熙
『
漳
浦
県
志
』
に
載
せ
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ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
『
陳
氏
家
譜
』
の
「
宋
紹
興
二
十
年
封
冊
」
に
拠
っ
て
い
る

（
（1
（

。
こ
の
よ
う
な
勅
封
を
受
け
た
「
部
将
」
神

の
リ
ス
ト
が
清
代
康
熙
年
間
（
一
六
二
二
～
一
七
二
二
）
に
は
漳
浦
県
周
辺
に
流
布
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
陳
元
光

の
「
部
将
」
た
ち
が
〈
神
〉
と
し
て
信
仰
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
陳
元
光
や
そ
の
直
系
の
「
家
族
」
と
比
較
す
る
と
新
し
い
時

期
で
あ
り
、
清
代
前
期
以
降
の
こ
と
で
あ
る
と
比
定
で
き
よ
う
。

陳
元
光
信
仰
と
そ
の
祠
廟
は
九
龍
江
デ
ル
タ
社
会
で
ど
の
よ
う
な
変
化
を
遂
げ
て
い
く
の
か
。
そ
し
て
「
部
将
」
の
神
々
は
そ
れ

に
ど
の
よ
う
に
関
係
し
て
い
る
の
か
。
そ
こ
に
は
如
何
な
る
歴
史
的
背
景
が
あ
る
の
か
。
筆
者
は
二
〇
一
一
年
一
月
一
九
日
～
一
月

二
一
日
、
二
〇
一
一
年
三
月
二
九
日
～
四
月
一
日
お
よ
び
二
〇
一
一
年
七
月
二
六
日
～
二
九
日
に
断
続
的
に
漳
州
市
区
お
よ
び
龍
海

市
に
お
い
て
陳
元
光
関
係
祠
廟
と
宗
族
の
調
査
を
行
っ
た
。
ま
た
、
二
〇
一
八
年
一
〇
月
三
一
日
～
一
一
月
二
日
、
一
一
月
六
日
～

八
日
に
追
加
調
査
を
行
っ
た
。
本
稿
で
は
そ
の
際
に
収
集
し
た
族
譜
、
碑
文
、
調
査
報
告
、
廟
の
「
簡
介
」
な
ど
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

類
の
ほ
か
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
情
報
お
よ
び
地
方
志
に
基
づ
い
て
、
上
記
の
問
題
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

第
二
章　

白
石
丁
氏
と
趙
山
廟

漳
州
台
商
投
資
区
（
旧
龍
海
市
）
楊
厝
村
碧
湖
社
（
明
清
時
代
の
行
政
区
分
で
い
え
ば
漳
州
府
龍
渓
県
二
十
九
三
十
都
）
に
は
、

「
趙
山
廟
」
と
呼
ば
れ
る
廟
が
あ
る
。
清
乾
隆
年
間
の
創
建
と
伝
え
ら
れ
、
陳
元
光
を
祀
り
、
五
社
庵
と
も
称
さ
れ
て
い
る
［
表
２
］。

筆
者
は
こ
の
廟
を
実
地
に
踏
査
し
て
い
な
い
が
、同
村
丁
厝
社
（
漳
州
府
龍
渓
県
二
十
九
三
十
都
白
石
社
）
の
丁
氏
一
族
の
族
譜
『
白

石
丁
氏
古
譜
』（
清
嘉
慶
二
年
（
一
七
九
七
）
編
纂
）
に
は
、
同
名
の
廟
に
関
す
る
伝
承
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
由
来
に
つ
い

て
述
べ
ら
れ
て
い
る

（
（1
（

。
明
末
清
初
を
生
き
た
二
四
世
丁
世
勲
が
『
白
石
丁
氏
古
譜
』
に
お
い
て
語
る
と
こ
ろ
で
は
、
以
下
の
と
お
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り
で
あ
る
。

先
是
本
家
七
五
致
政
、
諱
自
得
、
字
徳
彰
、
為
進
士
潜
仲
公
嫡
孫
。
於
宋
端
平
二
年
、
捨
建
慈
済
宮
三
座
、
在
前
社
南
向
宮
東�

畔
、
另
蓋
護
屋
為
道
士
房
。
後
其
孫
光
祖
、
另
砌
石
座
一
台
、
以
奉
七
五
致
政
。
檀
越
主
歳
取
宮
後
及
両
畔
地
園
租
、
歳
供
綿

布
二
疋
、
為
香
灯
者
。
端
平
間
、
東
洋
社
人
、
求
本
家
地
基
一
片
在
東
洋
頭
、
蓋
庵
二
座
併
捐
金
。
起
蓋
一
完
。
今
因
比
家
与

廟
倶
燬
於
兵
火
、
廟
基
還
本
家
、
檀
越
主
子
孫
佃
耕
。

元
至
正
二
年
、
白
石
前
五
伝
社
衆
、
欲
移
趙
山
廟
於
社
中
而
難
其
地
。

到
本
家
求
七
五
致
政
所
捨
慈
済
宮
東
辺
道
士
房
一
帯
吉
園
地
、
起
蓋
趙
山
廟
。
上
堂
祀
陳
州
主
元
光
、
堂
前
両
廡
、
蓋
東
閣
・

西
閣
、
祀
諸
司
・
馬
舎
人
配
饗
。
有
二
門
及
大
門
、
後
就
畳
土
工
、
為
蓋
土
庁
。
北
至
山
頂
水
分
流
、
南
至
大
門
外
庭
前
路
。

東
閣
後
倚
陳
家
屋
、
西
閣
後
倚
道
士
房
。
元
末
、
因
慈
済
宮
燬
於
乱
、
只
存
道
士
房
。

は
じ
め
、
本
家
の
七
五
致
政
、
諱
は
自
得
、
字
は
徳
彰
は
進
士
潜
仲
公
［
訳
註
：
慶
元
五
年
（
一
一
九
九
）
の
特
奏
名
進
士
で

あ
る
九
世
丁
知
幾
］
の
嫡
孫
で
あ
る
。
宋
の
端
平
二
年
に
、［
土
地
を
］
寄
附
し
て
慈
済
宮
三
座
を
建
て
た
。［
そ
れ
は
］
前
社

の
南
向
宮
の
東
側
に
あ
り
、
別
に
守
衛
小
屋
を
建
て
て
道
士
房
と
し
た
。
の
ち
に
自
得
の
孫
の
光
祖
が
、
別
に
石
で
で
き
た
台

を
築
き
、
七
五
致
政
を
祀
っ
た
。
檀
越
主
（
七
五
致
政
の
子
孫
）
は
、
毎
年
、
慈
済
宮
の
後
ろ
と
両
隣
に
あ
る
園
地
か
ら
の
租

を
取
っ
て
、
毎
年
綿
布
二
疋
を
供
給
し
て
、［
宮
の
］
灯
明
と
し
て
い
た
。
端
平
年
間
に
、
東
洋
社
の
人
々
が
、
庵
二
座
を
建

て
る
た
め
に
東
洋
頭
に
一
つ
あ
る
本
家
の
敷
地
が
欲
し
い
と
言
い
、
あ
わ
せ
て
［
庵
の
建
設
の
費
用
を
］
寄
附
し
て
欲
し
い
と

言
っ
て
き
た
。
庵
の
建
設
が
始
ま
っ
て
、
す
べ
て
完
成
し
た
。
今
は
、
家
と
廟
が
と
も
に
兵
火
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
た
の
で
、

廟
の
立
っ
て
い
た
土
地
は
本
家
に
変
換
さ
れ
、
檀
越
主
［
で
あ
る
七
五
致
政
］
の
子
孫
が
小
作
し
た
。
元
の
至
正
二
年
、
白
石

前
五
伝
社
の
人
々
が
、
趙
山
廟
を
［
白
石
前
五
伝
］
社
中
に
移
そ
う
と
し
た
が
、
そ
の
土
地
は
［
風
水
が
悪
く
］
難
し
か
っ
た
。



13　　陳元光信仰と福建漳州九龍江デルタ社会　　亀岡

本
家
に
や
っ
て
き
て
七
五
致
政
が
寄
附
し
て
建
て
た
慈
済
宮
の
東
隣
の
道
士
房
一
帯
の
風
水
が
よ
い
園
地
を
要
求
し
、
趙
山
廟

を
建
て
た
。
上
堂
に
は
陳
州
主
元
光
を
祀
り
、
堂
前
の
両
廡
に
は
東
閣
・
西
閣
を
建
て
、
諸
司
と
馬
舍
人
を
配
祀
し
た
。
二
門

と
大
門
が
あ
り
、
後
ろ
側
は
土
木
工
事
を
繰
り
返
し
て
築
山
と
作
っ
た
。［
趙
山
廟
の
敷
地
は
］
北
は
山
頂
ま
で
あ
り
、［
山
か

ら
］
水
が
あ
ち
こ
ち
に
向
か
っ
て
流
れ
、南
は
大
門
の
外
の
庭
前
路
ま
で
あ
る
。
東
閣
の
す
ぐ
後
ろ
側
は
陳
氏
の
家
屋
で
あ
り
、

西
閣
の
す
ぐ
後
ろ
は
道
士
房
で
あ
っ
た
。
元
末
に
、
慈
済
宮
は
兵
乱
に
よ
っ
て
焼
か
れ
、
た
だ
道
士
房
だ
け
が
残
っ
た

（
（1
（

。

一
一
世
の
丁
自
得
は
南
宋
端
平
二
年
（
一
二
三
五
）
に
土
地
を
喜
捨
し
て
官
港
の
ほ
と
り
に
慈
済
宮
三
座
を
建
造
し
た
。
慈
済
宮

の
祭
神
に
つ
い
て
は
『
古
譜
』
で
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
未
詳
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
漳
州
府
龍
渓
県
二
十
九
三
十
都

に
境
を
接
す
る
泉
州
府
同
安
県
積
善
里
の
白
礁
に
は
、
呉
本
（
呉
真
人
）
を
祀
り
、
宋
代
に
朝
廷
か
ら
「
慈
済
」
の
廟
額
を
賜
っ
た

「
慈
済
宮
（
廟
）」
が
存
在
し
、
同
安
近
辺
に
は
呉
本
を
祀
っ
た
廟
が
多
数
存
在
す
る

（
（1
（

。
ま
た
、「
懿
蹟
紀
」
に
記
載
さ
れ
る
三
世
丁

遷
の
伝
に
附
さ
れ
た
四
世
丁
祖
の
伝
に
は
「
宋
仁
宗
朝
の
呉
真
君
は
［
我
が
家
と
は
］
一
家
の
よ
う
に
親
密
で
あ
り
、
書
を
よ
く
し

た
。
我
が
家
の
た
め
に
こ
の
［
三
世
祖
の
残
し
た
］
頌
お
よ
び
叙
を
再
び
写
し
取
っ
て
祠
堂
に
贈
っ
た
。
そ
う
し
て
代
々
守
る
べ
き

家
規
と
し
た
。
そ
の
扁
額
の
末
尾
に
題
し
て
、
天
聖
五
年
（
一
〇
二
七
）
臘
月
吉
日
、
泉
州
府
白
礁
濮
陽
布
衣
老
人
呉
本
が
謹
ん
で

拝
命
し
て
書
く
」
と
あ
り
、
呉
本
と
一
族
と
の
緊
密
な
つ
な
が
り
を
主
張
し
て
い
る

（
（1
（

。
こ
の
こ
と
か
ら
、
白
石
丁
氏
の
「
慈
済
宮
」

は
呉
本
を
祭
っ
た
廟
で
あ
る
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
元
の
至
正
二
年
（
一
三
四
二
）
に
白
石
前
五
伝
社
の
人
々
が
、「
趙
山
廟
」
と

い
う
廟
を
も
と
の
場
所
か
ら
風
水
の
よ
い
慈
済
宮
の
東
隣
の
道
士
房
一
帯
の
園
地
に
移
そ
う
と
し
た
。
丁
氏
一
族
は
こ
れ
を
了
承
し

て
、
趙
山
廟
を
立
て
た
。
そ
こ
に
祀
ら
れ
て
い
た
の
は
「
陳
州
主
元
光
」
す
な
わ
ち
陳
元
光
で
あ
っ
た

（
（1
（

。

白
石
前
五
伝
社
の
人
々
に
つ
い
て
は
不
詳
で
あ
る
が
、
慈
済
宮
の
東
側
に
あ
る
趙
山
廟
の
東
閣
に
近
接
し
て
陳
氏
一
族
の
家
屋
が
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存
在
し
て
い
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
丁
氏
一
族
は
、
本
来
白
石
前
五
伝
社
で
趙
山
廟
を
立
て
て
陳
元
光
を
祀
っ
て

い
た
の
は
陳
氏
一
族
で
あ
っ
た
と
認
識
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。「
懿
蹟
紀
」
の
一
一
世
丁
自
得
の
伝
に
よ
る
と
、
明
末
清
初
に
は

趙
山
廟
は
「
五
甲
社
」
に
所
在
し
、
檀
越
主
で
あ
る
丁
自
得
が
祀
ら
れ
て
い
た
と
い
う

（
（2
（

。
し
た
が
っ
て
、
趙
山
廟
は
、
陳
氏
一
族

の
廟
で
あ
っ
た
が
、
丁
氏
一
族
の
先
祖
代
々
の
土
地
に
移
っ
て
き
た
こ
と
で
、
結
果
と
し
て
丁
氏
一
族
の
祖
先
で
あ
る
丁
自
得
が
檀

越
主
と
し
て
祀
ら
れ
、
丁
氏
一
族
が
信
仰
す
る
祠
廟
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
加
え
て
、
丁
氏
一
族
は
本
来
呉
真
人
を
一
族
の
信
仰
の

拠
り
所
と
し
て
い
た
が
、
早
期
に
失
わ
れ
て
趙
山
廟
だ
け
が
残
り
、
こ
れ
は
明
末
清
初
の
時
点
で
現
存
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
丁

氏
一
族
の
村
落
の
信
仰
の
中
心
は
、
呉
真
人
か
ら
陳
元
光
へ
と
移
り
変
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
筆
者
は
か
つ
て
丁
氏
一
族
に
よ
る
〈
陳

元
光
遠
征
随
伴
伝
承
〉
の
受
容
と
宗
族
の
形
成
に
つ
い
て
論
じ
た
が

（
（2
（

、
丁
氏
の
宗
族
形
成
時
期
は
明
代
中
葉
以
降
、
伝
承
の
受
容

は
明
末
以
降
の
こ
と
で
あ
る
と
結
論
づ
け
た
。
丁
氏
一
族
の
信
仰
が
変
容
し
、
趙
山
廟
に
関
す
る
伝
承
が
明
末
清
初
に
語
ら
れ
た
こ

と
は
、
こ
の
過
程
と
相
互
に
関
連
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

趙
山
廟
に
は
「
馬
舍
人
」
と
い
う
神
が
配
祀
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
ど
の
よ
う
な
神
な
の
か
。
丁
氏
一
族
は
以
下
の
よ
う
に
記
録

し
て
い
る
。

唐
麟
徳
間
、
有
曾
鎮
府
者
、
始
以
節
鉞
来
漳
既
老
、
委
於
陳
将
軍
政
。
政
卒
、
子
元
光
嗣
。
始
祖
於
曾
為
婿
、
於
陳
為
世
交
。

漳
土
底
定
、
詔
元
光
為
州
刺
史
、
始
祖
為
別
駕
承
事
郎
。
其
行
九
、
故
呼
為
九
承
事
郎
、
即
亦
称
為
丁
承
事
云
。
始
祖
家
白
石

象
山
、
曾
鎮
府
家
白
石
福
井
社
、
遺
蹟
尚
存
。
土
人
猶
能
言
之
、
孫
子
有
散
処
近
社
者
、
時
諸
舍
人
労
於
王
事
者
、
歿
後
近
郷

多
廟
祀
之
。
始
祖
婿
趙
舍
人
、
居
象
山
福
井
間
。
今
吾
郷
所
祀
者
是
。
王
舎
人
、
石
美
是
。
馬
舎
人
・
李
舎
人
左
右
、
皆
是
陳

将
軍
廟
。
洪
坑
是
。
倶
在
本
都
中
。
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唐
の
麟
徳
年
間
（
六
六
四
～
六
六
六
）
に
、
曾
鎮
府
と
い
う
者
が
い
て
、
始
め
将
軍
の
官
職
を
得
て
漳
州
に
や
っ
て
来
た
も
の

の
、
既
に
年
を
取
っ
て
い
た
の
で
、［
役
目
を
］
陳
政
将
軍
に
委
任
し
た
。
陳
政
は
死
去
し
、
子
の
陳
元
光
が
あ
と
を
継
い
だ
。

始
祖
は
曾
の
婿
で
あ
り
、
陳
と
は
先
代
か
ら
つ
き
あ
い
が
あ
っ
た
。
漳
州
の
領
土
は
鎮
ま
っ
て
安
定
し
、［
皇
帝
は
］
陳
元
光

に
詔
を
下
し
て
行
政
長
官
で
あ
る
漳
州
刺
史
に
任
命
し
、
始
祖
は
副
長
官
の
別
駕
承
事
郎
と
な
っ
た
。
始
祖
と
同
世
代
の
族
人

の
中
で
の
排
行
は
九
だ
っ
た
の
で
、
そ
れ
ゆ
え
に
も
と
は
九
承
事
郎
と
呼
び
、
ま
た
丁
承
事
と
も
呼
ん
だ
と
い
う
。
始
祖
は
白

石
象
山
に
居
住
し
、
曾
鎮
府
は
白
石
福
井
社
に
居
住
し
た
。
そ
の
遺
跡
は
ま
だ
残
っ
て
い
る
。
土
地
の
人
は
、
い
ま
だ
に
よ
く

言
う
。［
彼
ら
の
］
子
孫
に
は
こ
の
近
辺
の
村
に
分
散
し
て
住
ん
で
い
る
者
が
い
て
、
当
時
、
諸
舍
人
は
王
の
命
に
対
し
て
力

を
尽
く
し
た
の
で
、
死
後
、
近
隣
の
郷
里
で
は
多
く
諸
舍
人
を
祀
っ
た
。
始
祖
の
婿
は
趙
舍
人
で
あ
り
、
象
山
と
福
井
の
間
に

居
住
し
て
い
た
。
今
、
我
が
郷
で
祀
っ
て
い
る
の
は
趙
舍
人
で
あ
る
。
石
美
で
祀
っ
て
い
る
の
が
王
舍
人
で
あ
る
。
馬
舍
人
と

李
舍
人
の
左
右
は
み
な
陳
将
軍
の
廟
で
あ
る
。
洪
坑
に
あ
る
の
が
こ
れ
で
あ
る
。
と
も
に
本
都
に
あ
る

（
（2
（

。

こ
れ
に
よ
る
と
、
丁
氏
一
族
は
唐
代
の
丁
儒
（
九
承
事
郎
）
と
い
う
人
物
を
始
遷
祖
と
し
て
い
る
が
、
丁
儒
と
と
も
に
漳
州
を
平
定

す
る
功
績
を
あ
げ
た
も
の
が
「
舎
人
」
た
ち
で
あ
る
。
二
十
九
三
十
都
に
は
、
丁
儒
の
婿
で
あ
る
趙
舎
人
の
ほ
か
、
石
美
で
祀
ら
れ

て
い
る
王
舎
人
も
い
た
。
洪
坑
に
は
陳
将
軍
と
馬
舎
人
、
李
舎
人
が
祀
ら
れ
て
い
た
。
趙
山
廟
に
祀
ら
れ
た
馬
舎
人
と
は
こ
れ
を
指

す
の
で
あ
ろ
う
。
陳
元
光
も
共
に
祀
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
丁
氏
の
主
張
で
は
丁
儒
と
陳
元
光
が
旧
知
の
間
柄
だ
か
ら
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
舎
人
は
そ
の
「
子
孫
」
が
祀
っ
て
い
た
の
で
あ
る

（
（2
（

。

以
上
の
伝
承
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
こ
と
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
丁
氏
一
族
は
本
来
、
宗
族
の
守
護
神
と
し
て
呉
真
人
を
祀
っ
て

お
り
、
そ
の
廟
は
慈
済
宮
と
い
い
、
丁
自
得
が
土
地
を
寄
附
し
て
南
宋
端
平
二
年
（
一
二
三
五
）
に
建
て
た
も
の
で
あ
っ
た
。
元
の
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至
正
二
年
（
一
三
四
二
）
に
、
白
石
前
五
伝
社
の
人
々
が
趙
山
廟
を
慈
済
宮
の
敷
地
内
に
移
し
た
。
越
山
廟
に
は
陳
元
光
と
「
馬
舍

人
」
が
祀
ら
れ
て
い
た
。
丁
氏
一
族
の
伝
承
に
よ
る
と
「
舍
人
」
と
は
王
命
に
対
し
て
功
労
の
あ
っ
た
者
で
あ
る
。
こ
れ
ら
「
舍
人
」

が
丁
氏
の
始
祖
丁
儒
や
そ
の
舅
の
曾
鎮
府
の
部
下
た
ち
を
指
し
て
い
る
の
か
ど
う
か
、本
史
料
か
ら
は
は
っ
き
り
と
わ
か
ら
な
い
が
、

二
十
九
三
十
都
に
は
王
舍
人
・
趙
舎
人
・
馬
舎
人
や
李
舎
人
と
い
っ
た
「
舍
人
」
神
が
祀
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
馬
舎
人
や
李
舎

人
は
陳
元
光
に
配
祀
さ
れ
て
い
た
の
で
、
陳
元
光
の
「
部
将
」
神
で
あ
る
と
い
え
る
。

越
山
廟
の
創
立
年
代
に
つ
い
て
、
林
本
諒
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
趙
山
廟
は
清
乾
隆
年
間
（
一
七
三
六
～
一
七
九
五
）
の
始
建
で
あ

る
と
い
う
。
こ
れ
は
趙
山
廟
が
元
代
か
ら
存
在
し
て
い
た
と
い
う
記
述
と
矛
盾
す
る
。
こ
れ
は
何
を
意
味
す
る
の
か
。
次
章
で
は
儒

山
霞
井
李
氏
一
族
と
儒
山
廟
に
つ
い
て
の
事
例
か
ら
こ
の
問
題
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

第
三
章　

儒
山
霞
井
李
氏
と
儒
山
廟

龍
海
市
海
澄
鎮
嶼
上
村
許
坑
社
（
明
清
時
代
の
海
澄
県
八
都
儒
山
社
）
に
儒
山
廟
と
い
う
廟
が
存
在
す
る
。
こ
の
廟
に
は
「
開
漳

聖
王
」
お
よ
び
「
輔
信
将
軍
」
と
「
金
徳
夫
人
」
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
儒
山
廟
に
は
「
仏
祖
廟
」
が
併
設
さ
れ
て
お
り
、
観

音
大
士
（
観
音
菩
薩
の
道
教
風
の
呼
称
）
を
祀
る
。
こ
の
廟
に
つ
い
て
、古
く
は
万
暦
元
年
（
一
五
七
三
）
刊
行
の
万
暦
『
漳
州
府
志
』

に
記
載
が
あ
り
、「
唐
将
軍
」
を
祀
る
と
あ
る
。
崇
禎
『
海
澄
県
志
』
に
よ
る
と
「
唐
霊
著
王
」
を
祀
り
、
廟
宇
は
広
々
と
し
て
い

た
と
い
う

（
（2
（

。
李
伯
瑤
の
子
孫
を
自
称
す
る
海
澄
県
八
都
の
儒
山
霞
井
の
李
氏
の
族
譜
『
儒
山
李
氏
世
譜
』
所
収
の
「
儒
山
廟
誌
」
は
、

乾
隆
三
十
八
年
（
一
七
七
三
）
に
族
譜
が
編
纂
さ
れ
た
と
き
に
同
時
に
儒
山
霞
井
李
天
派
子
宗
氏
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

そ
の
中
に
は
「
李
氏
大
唐
将
軍
碑
記
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
あ
ら
ま
し
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
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祖
先
の
李
伯
瑤
は
、
そ
の
武
勇
と
兵
法
を
買
わ
れ
て
朝
廷
か
ら
重
用
さ
れ
、
福
建
の
「
蛮
」
と
戦
っ
て
平
定
し
よ
う
と
し
て
い

た
「
中
郎
将
」
陳
元
光
を
助
け
る
た
め
、皇
帝
の
勅
命
を
受
け
て
福
建
に
入
っ
た
。
李
伯
瑤
は
兵
を
率
い
て
賊
を
討
っ
た
。
そ
の
後
、

李
伯
瑤
は
一
三
人
の
息
子
を
呼
ん
で
、
賊
を
征
伐
し
て
福
建
を
平
定
し
た
。
漳
州
の
人
々
は
大
い
に
感
謝
し
た
と
い
う
。
皇
帝
は
李

伯
瑤
を
「
為
輔
則
勝
（
勝
補
佐
官
と
す
れ
ば
勝
つ
）」
と
い
う
こ
と
か
ら
「
輔
勝
将
軍
」
の
称
号
を
与
え
、
死
後
は
廟
を
建
て
て
祀

る
こ
と
を
約
束
し
た
と
い
う
。
李
伯
瑤
の
一
三
人
の
息
子
は
そ
れ
ぞ
れ
福
建
各
地
の
郡
守
に
任
命
さ
れ
た
。
李
伯
瑤
は
死
後
、「
威

恵
」
と
い
う
諡
を
授
与
さ
れ
、
漳
州
の
北
渓
の
東
の
虎
形
山
に
埋
葬
さ
れ
た
。
息
子
た
ち
は
そ
の
後
も
賊
の
征
伐
を
行
い
、
儀
鳳
年

間
（
六
七
六
～
六
七
九
）
に
当
該
地
域
は
平
定
さ
れ
、李
伯
瑤
や
息
子
た
ち
の
功
績
は
皇
帝
に
称
え
ら
れ
た
。
元
和
十
年
（
八
一
五
）

に
、
漳
州
人
の
請
願
を
受
け
、
憲
宗
は
こ
の
功
績
を
碑
に
刻
む
こ
と
を
ゆ
る
し
た
。
そ
し
て
韓
愈
（
七
六
八
～
八
二
四
）
に
事
実
の

経
過
を
記
さ
せ
、
詞
を
贈
ら
せ
た
と
い
う

（
（2
（

。

す
な
わ
ち
、「
李
氏
大
唐
将
軍
碑
記
」
と
は
、
李
氏
の
祖
先
で
あ
る
李
伯
瑤
の
来
歴
、
さ
ら
に
は
「
輔
勝
将
軍
」
と
し
て
祀
ら
れ

る
に
至
る
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
李
伯
瑤
と
そ
の
息
子
の
功
績
は
、
漳
州
人
の
み
な
ら
ず
唐
の
憲
宗
か
ら
も
讃
え
ら

れ
た
。
さ
ら
に
碑
文
に
記
し
た
の
は
韓
愈
で
あ
っ
た
と
い
う
。「
李
氏
大
唐
将
軍
碑
記
」が
族
譜
に
記
録
さ
れ
遺
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、

李
氏
一
族
に
と
っ
て
こ
の
碑
文
が
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
よ
う
。

ま
た
「
儒
山
廟
誌
」
に
よ
れ
ば
次
の
よ
う
に
あ
る
。

我
族
儒
山
並
築
三
廟
、
石
碑
為
記
詳
載
家
譜
。
山
右
一
廟
両
進
、
奉
祀
山
西
夫
子
帝
像
。
山
中
一
廟
三
進
、
祀
我
列
先
祖
考
妣

神
位
。
山
左
一
廟
三
進
、
中
進
祀
唐
勲
臣
中
郎
将
陳
元
光
諡
聖
王
及
先
鋒
馬
仁
爺
、
前
進
祀
我
家
將
軍
李
白
瑤
公
字
崑
生
、
又

字
崑
宗
、
諡
武
恵
聖
侯
、
並
十
三
子
列
座
儀
像
。
碑
記
在
儒
山
之
廟
左
縁
。
前
進
崩
壊
、
石
碑
失
落
。
特
将
我
家
旧
譜
所
誌
碑
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詞
、
仍
旧
附
録
於
譜
中
、
以
壮
神
光
之
英
霊
、
昭
垂
儒
廟
乎
永
遠
。
時
乾
隆
三
十
八
年
歳
次
癸
巳
季
冬
閩
省
漳
群
圭
海
澄
江
儒

山
霞
井
李
天
派
子
宗
氏
敬
書
拝

我
が
一
族
の
儒
山
に
は
三
廟
が
並
ん
で
築
か
れ
、
石
碑
は
詳
細
を
記
し
て
［
そ
の
石
碑
を
］
家
譜
に
載
せ
た
。
山
の
右
の
一
廟

は
両
進
で
あ
り
、
山
西
夫
子
帝
像
を
祀
っ
て
い
る
。
山
の
真
ん
中
の
一
廟
は
三
進
で
あ
り
、
我
が
祖
先
の
男
女
の
位
牌
が
置
い

て
あ
る
。
山
の
左
の
一
廟
は
三
進
で
あ
り
、
中
進
に
は
唐
代
の
勲
臣
で
あ
る
中
郎
将
陳
元
光
諡
聖
王
お
よ
び
先
鋒
将
軍
馬
仁
爺

を
祀
っ
て
い
る
。
前
進
に
は
我
が
家
の
将
軍
李
伯
瑤
公
字
崑
生
、
又
の
字
を
崑
宗
、
諡
を
武
恵
聖
侯
な
ら
び
に
一
三
人
の
息
子

の
神
像
を
順
番
に
な
ら
べ
て
祀
っ
て
い
る
。
碑
文
は
儒
山
の
廟
の
左
の
縁
に
あ
っ
た
。
前
進
は
崩
壊
し
、
石
碑
は
失
わ
れ
た
。

た
だ
我
が
家
の
旧
譜
が
記
録
し
て
い
た
碑
の
文
章
は
、
い
ま
ま
で
ど
お
り
族
譜
の
中
に
附
録
さ
れ
て
お
り
、
輝
か
し
い
英
霊
を

盛
大
に
記
録
す
る
こ
と
で
、
儒
山
廟
を
永
遠
に
後
世
に
残
す
。
時
に
乾
隆
三
十
八
年
□
次
癸
巳
十
二
月
、
福
建
省
漳
州
海
澄
県

儒
山
霞
井
李
天
派
子
宗
氏
、
謹
ん
で
書
く
。

儒
山
廟
は
、
本
来
は
一
つ
の
廟
を
指
す
の
で
は
な
く
、
儒
山
の
山
中
に
建
て
ら
れ
た
三
廟
を
ま
と
め
て
儒
山
廟
と
呼
ん
で
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。
右
側
に
「
山
西
夫
子
帝
」
す
な
わ
ち
関
帝
が
、
真
ん
中
の
廟
に
は
李
氏
の
祖
先
の
位
牌
が
祀
ら
れ
て
い
た
。
左
側
の
廟

は
三
進
の
構
造
で
あ
り
、
中
進
に
陳
元
光
と
馬
仁
を
祀
り
、
前
進
に
李
伯
瑤
と
一
三
人
の
息
子
が
祀
ら
れ
て
い
た
。
後
進
に
つ
い
て

は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
が
、
後
掲
の
碑
文
の
記
述
か
ら
、
観
音
大
士
（
観
音
菩
薩
の
道
教
風
の
呼
称
）
が
祀
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な

い
か
。
こ
の
よ
う
に
李
氏
は
儒
山
お
よ
び
儒
山
廟
が
李
氏
の
所
有
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
。
た
だ
し
、
前
進
の
李
伯
瑤
を
祀
っ
た

部
分
は
、
乾
隆
三
十
八
年
（
一
七
七
三
）
の
時
点
で
崩
壊
し
て
現
存
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
現
在
の
儒

山
廟
は
い
つ
建
て
ら
れ
た
も
の
な
の
か
。
本
廟
に
現
存
す
る
、
清
嘉
慶
十
三
年
（
一
八
〇
八
）
に
海
澄
県
知
県
と
し
て
赴
任
し
た
張
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家
幹
に
よ
る
嘉
慶
十
六
年
（
一
八
一
一
）
の
碑
文
に
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る

（
（2
（

。

儒
山
廟
、
澄
西
之
古
廟
者
也
。
崇
祀
開
漳
聖
王
。
自
来
凡
寧
澄
者
、
毎
歳
立
春
之
日
、
於
是
廟
行
耕
耤
之
日
焉
。
但
廟
久
寝
敬
、

傾
廃
多
年
、
衆
莫
興
之
者
。
及
嘉
慶
辛
酉
歳
監
生
蘇
王
璘
等
、
慨
然
任
事
、
募
衆
重
興
。
而
前
座
廟
宇
宏
敞
大
観
矣
。
後
有
宝

刹
、
祀
大
士
。
於
丙
寅
年
、
又
被
風
雨
摧
凌
毀
壊
。
生
復
募
而
葺
之
。
余
蒞
澄
、
於
此
労
農
、
覘
其
前
後
廟
貌
、
俱
煥
然
一
新
。

此
神
明
之
殿
宇
永
固
。
而
王
璘
之
倡
義
足
風
矣
。
是
不
可
以
不
誌
。
文
林
郎
知
海
澄
県
事
張
家
幹
拝
撰
。
浦
山
弟
子
邑
廩
生
蘇

昭
徳
拝
書
。
捐
題
姓
氏
開
列
於
左
。

儒
山
廟
は
、
海
澄
県
の
西
に
あ
る
古
廟
で
あ
る
。
開
漳
聖
王
を
祀
る
。
こ
れ
ま
で
、
海
澄
県
に
定
住
し
て
い
る
者
は
、
毎
年
立

春
の
日
、
儒
山
廟
で
田
植
え
の
祭
祀
を
行
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
儒
山
廟
で
は
長
い
間
厳
粛
な
祭
祀
が
行
わ
れ
ず
、
倒
壊
し
て

ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
な
っ
て
何
年
も
経
っ
て
お
り
、
人
々
も
こ
れ
を
復
興
さ
せ
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
嘉
慶
辛
酉
年
（
一
八
〇
一
）、

監
生
の
蘇
王
璘
ら
が
、
気
力
を
奮
い
起
こ
し
て
再
建
の
仕
事
を
引
き
受
け
、
民
衆
に
寄
附
を
募
っ
て
再
興
し
た
。
前
座
の
廟
宇

は
広
々
と
し
て
雄
大
で
あ
る
。
後
ろ
に
は
仏
寺
が
あ
っ
て
、
観
音
大
士
を
祀
る
。
丙
寅
年
（
一
八
〇
六
）
に
な
っ
て
、
風
雨
の

た
め
に
浸
食
さ
れ
て
壊
れ
て
し
ま
っ
た
。［
蘇
］
生
は
ま
た
寄
附
を
募
っ
て
建
て
直
し
た
。
私
は
海
澄
県
知
県
と
し
て
赴
任
し
、

こ
こ
で
政
務
を
執
っ
て
い
る
。
前
後
の
廟
宇
の
外
観
を
う
か
が
い
見
る
と
、
と
も
に
光
り
輝
い
て
全
て
新
し
く
な
っ
た
か
の
よ

う
で
あ
っ
た
。
こ
の
神
様
の
殿
宇
は
こ
の
先
ず
っ
と
盤
石
で
あ
ろ
う
。
王
璘
が
は
じ
め
に
率
先
し
て
義
挙
を
呼
び
か
け
た
出
来

事
は
、
民
を
教
え
導
き
、
よ
い
風
俗
を
も
た
ら
す
の
に
十
分
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
記
憶
に
と
ど
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

文
林
郎
知
海
澄
県
事
張
家
幹
が
拝
し
て
著
述
す
る
。
浦
山
弟
子
海
澄
県
学
廩
生
蘇
昭
徳
が
拝
し
て
書
く
。
寄
附
者
の
姓
氏
は
左

に
列
記
す
る
。
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こ
れ
に
よ
る
と
、
儒
山
廟
は
長
年
の
間
祭
祀
を
行
う
も
の
も
お
ら
ず
、
壊
れ
て
寂
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
嘉
慶
辛
酉
年
（
＝
六
年
、

一
八
〇
一
）
に
監
生
の
蘇
王
璘
ら
が
人
々
か
ら
寄
附
を
募
っ
て
再
建
し
、
前
座
を
立
派
な
も
の
に
建
て
直
し
た
。
後
ろ
に
は
仏
寺
が

あ
り
観
音
大
士
を
祀
っ
て
い
た
と
い
う
。
蘇
王
璘
は
嘉
慶
丙
寅
年
（
＝
十
一
年
、
一
八
〇
六
）
に
も
ま
た
資
金
を
募
っ
て
廟
を
修
理

し
て
い
る
。
現
存
の
儒
山
廟
は
、
こ
の
当
時
の
様
式
を
受
け
継
い
だ
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

廟
の
管
理
に
関
わ
る
諸
事
を
取
り
仕
切
る
役
員
で
あ
る
董
事
と
し
て
、
石
碑
に
は
「
修
職
郎
蘇
天
仁
、
監
生
王
君
顯
、
顏
烈
現
、

蘇
国
修
」
の
四
人
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
儒
山
廟
の
所
有
を
主
張
し
て
い
る
李
氏
の
姓
名
は
見
い
だ
さ
れ
な
い
。
捐

金
者
一
覧
に
は
王
姓
と
蘇
姓
の
者
が
多
く
、
李
姓
の
者
は
一
人
し
か
見
い
だ
さ
れ
な
い
。
ま
た
、
現
地
調
査
に
よ
る
と
、
現
在
儒
山

廟
の
位
置
す
る
嶼
上
村
は
複
数
の
姓
の
人
々
が
居
住
す
る
雑
姓
村
で
あ
り
、李
姓
は
他
の
土
地
へ
移
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
な
が
ら
、

少
な
く
と
も
乾
隆
三
十
八
年
（
一
七
七
三
）
以
前
の
何
れ
か
の
時
期
に
は
李
氏
が
儒
山
廟
周
辺
に
居
住
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
李

氏
は
い
つ
去
っ
た
の
か
。

清
初
、
九
龍
江
デ
ル
タ
の
社
会
は
き
わ
め
て
困
難
な
状
況
に
置
か
れ
て
い
た
。
順
治
十
八
年
（
一
六
六
一
）
お
よ
び
康
熙
十
七
年

（
一
六
七
八
）
の
二
度
に
わ
た
る
遷
界
令
の
該
当
地
域
に
含
ま
れ
る
た
め
で
あ
る
。
遷
界
令
と
は
、
鄭
成
功
の
海
上
勢
力
を
封
じ
込

め
る
た
め
に
清
朝
が
実
施
し
た
海
禁
政
策
で
あ
り
、
住
民
を
強
制
的
に
内
地
へ
と
移
住
さ
せ
、
牆
で
境
界
を
設
け
る
こ
と
で
海
上
勢

力
と
の
接
触
を
遮
断
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
政
策
は
、
鄭
氏
に
対
し
て
は
さ
ほ
ど
効
果
は
あ
げ
ら
れ
ず
、
逆
に
当
地
の

住
民
の
生
命
や
地
域
社
会
が
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
。
住
民
の
強
制
排
除
は
徹
底
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
無
人
に
な
っ
た
郷
里
は
荒

廃
し
、
み
な
全
て
焼
き
捨
て
ら
れ
た
村
落
、
田
地
や
家
屋
さ
え
も
あ
っ
た
。
住
み
慣
れ
た
土
地
を
離
れ
て
多
く
の
者
が
生
計
を
失
っ

て
困
窮
し
、
家
族
・
宗
族
や
地
域
社
会
は
瓦
解
し
、
様
相
が
一
変
し
て
し
ま
っ
た

（
（2
（

。
儒
山
廟
の
あ
っ
た
八
都
は
、
紙
一
重
で
遷
界

令
の
範
囲
に
は
含
ま
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
海
澄
県
一
帯
は
鄭
氏
集
団
と
清
朝
と
の
攻
防
戦
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
受
け
た

（
（2
（

。
康
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熙
二
十
三
年
（
一
六
八
四
）
に
お
け
る
遷
界
令
の
完
全
撤
廃
の
後
も
、し
ば
ら
く
の
間
は
宗
族
の
凋
落
が
続
い
た
。『
白
石
丁
氏
古
譜
』

で
は
そ
の
と
き
の
状
況
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

最
可
憾
者
、
辛
丑
之
間
、
海
上
割
拠
。
我
皇
朝
、
遷
内
地
之
民
、
俾
勿
与
通
。
於
是
、
田
野
尽
荒
、
廬
舎
尽
壊
。
嗟
、
我
族
人
、

破
家
蕩
産
。
乃
有
不
肖
之
流
、
遂
図
献
地
於
仇
家

（
（2
（

。

最
も
遺
憾
で
あ
る
の
は
、
順
治
辛
丑
（
＝
十
八
年
、
一
六
六
一
年
）
の
間
、
海
上
勢
力
が
割
拠
し
、
我
が
天
朝
は
内
地
の
民
を

移
住
さ
せ
て
、
こ
れ
ら
の
勢
力
と
通
じ
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
た
。
そ
こ
で
、
田
畑
は
荒
れ
果
て
、
家
々
は
全
て
破
壊
さ
れ
た
。

あ
あ
、
我
が
族
人
は
身
代
を
つ
ぶ
し
家
産
を
失
っ
た
。
そ
れ
な
の
に
一
族
に
愚
か
な
輩
が
い
て
、
と
う
と
う
仇
敵
の
家
に
田
産

を
差
し
出
し
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
土
地
を
放
棄
し
て
移
住
し
た
た
め
に
田
畑
や
家
は
荒
廃
し
、
財
産
を
失
っ
て
、
残
っ
た
土
地
を
他
家
に
売
り
渡
す
者

も
い
た
。
李
氏
一
族
の
「
儒
山
廟
誌
」
や
儒
山
廟
の
碑
文
に
は
、
廟
が
崩
壊
し
た
様
子
が
記
録
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
李
氏
一

族
を
含
め
儒
山
廟
一
体
の
人
々
は
清
初
の
混
乱
時
に
他
の
土
地
へ
移
り
、
そ
の
た
め
に
廟
が
荒
廃
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
、

李
氏
は
乾
隆
三
十
八
年
（
一
七
七
三
）
に
族
譜
を
編
纂
し
、
同
時
に
改
め
て
廟
の
記
録
を
書
き
記
し
た
。
こ
れ
は
こ
の
時
期
に
宗
族

を
再
建
す
る
動
き
が
あ
り
、
本
来
の
居
住
地
に
お
け
る
土
地
の
所
有
と
管
理
の
権
利
を
主
張
し
よ
う
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

し
か
し
李
氏
が
儒
山
廟
周
辺
に
戻
っ
て
く
る
こ
と
は
な
く
、
廟
は
荒
廃
し
た
ま
ま
で
あ
っ
た
。
儒
山
廟
は
新
し
い
住
民
の
手
に
よ
っ

て
建
て
直
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
と
き
、
山
左
の
廟
の
陳
元
光
を
祀
る
中
進
と
後
進
の
観
音
大
士
を
祀
る
仏
寺
は
再
建
さ
れ
、
現

存
し
て
い
る
儒
山
廟
は
こ
れ
を
受
け
継
い
だ
者
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
存
の
廟
と
は
配
神
に
変
化
が
見
ら
れ
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る
。
本
来
は
中
進
に
陳
元
光
と
共
に
馬
仁
が
祀
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
姿
を
消
し
、
代
わ
り
に
李
伯
瑤
お
よ
び
妻
の
金
氏
夫
人
が

祀
ら
れ
て
い
る
。
崩
壊
し
た
前
進
に
は
李
伯
瑤
と
一
三
人
の
息
子
の
神
像
が
安
置
さ
れ
て
い
た
が
、
李
伯
瑤
は
前
述
の
よ
う
に
陳
元

光
に
廃
止
さ
れ
、
一
三
人
の
息
子
の
神
像
は
現
存
し
な
い
。
山
右
の
関
帝
を
祀
っ
た
一
廟
、
真
ん
中
の
李
氏
の
祖
先
の
位
牌
を
安
置

し
た
一
廟
も
修
築
さ
れ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
現
存
し
な
い
。
な
ぜ
陳
元
光
と
李
伯
瑤
お
よ
び
観
音
大
士
の
み
が
「
復
活
」
し
た

の
か
は
史
料
か
ら
は
判
然
と
し
な
い
が
、
お
そ
ら
く
は
、
こ
れ
ら
三
柱
の
神
々
が
主
に
信
仰
を
集
め
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
現
存
の
趙
山
廟
が
乾
隆
年
間
（
一
七
三
六
～
一
七
九
五
）
に
建
て
ら
れ
た
と
い
う
の
も
、
遷
界
に
よ
っ
て

一
度
破
壊
さ
れ
た
廟
を
当
該
時
期
に
建
て
直
し
た
可
能
性
が
高
い
と
い
え
よ
う
。
遷
界
令
は
九
龍
江
デ
ル
タ
の
宗
族
の
秩
序
に
き
わ
め

て
大
き
な
影
響
を
与
え
、遷
界
後
に
乾
隆
か
ら
嘉
慶
年
間（
一
八
世
紀
末
か
ら
一
九
世
紀
初
頭
）に
再
興
が
み
ら
れ
た
。
こ
れ
と
同
様
に
、

こ
の
地
域
で
信
仰
さ
れ
る
神
々
や
祠
廟
も
影
響
を
受
け
、
再
興
さ
れ
当
地
で
信
仰
さ
れ
続
け
た
も
の
も
あ
れ
ば
、
廃
れ
た
り
淘
汰
さ

れ
た
り
、
あ
る
い
は
当
地
を
去
っ
た
人
々
が
神
像
を
携
え
新
た
な
土
地
で
廟
を
立
て
て
祀
ら
れ
た
神
々
も
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

第
四
章　

天
宝
路
辺
韓
氏
と
路
辺
威
恵
廟

本
章
で
は
、
韓
氏
一
族
の
集
住
す
る
漳
州
市
薌
城
区
天
宝
鎮
路
辺
村
路
辺
社
の
路
辺
威
恵
廟
と
当
該
廟
に
関
す
る
伝
承
か
ら
、
当

該
廟
の
歴
史
と
韓
氏
一
族
が
ど
の
よ
う
に
陳
元
光
信
仰
を
受
容
し
た
の
か
を
考
察
す
る
。

漳
州
市
薌
城
区
天
宝
鎮
路
辺
村
路
辺
社
は
韓
氏
一
族
の
集
住
地
で
あ
る
。
明
代
の
行
政
区
画
で
は
漳
州
府
龍
渓
龍
渓
県
二
十
一
都

の
天
宝
社
で
あ
っ
た
。
南
靖
県
と
の
境
界
近
く
に
位
置
し
［
地
図
］、
商
業
地
と
し
て
宋
代
か
ら
栄
え
、
明
嘉
靖
年
間
（
一
五
二
二

～
一
五
六
六
）
以
降
は
四
つ
の
土
堡
が
お
か
れ
る
な
ど
、
繁
華
で
交
通
・
防
衛
上
の
要
衝
の
地
域
で
あ
っ
た

（
（3
（

。
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韓
氏
一
族
は
、
陳
元
光
の
部
将
で
あ
る
府
兵
隊
正
昭
徳
将
軍
韓
器
の
子
孫
で
あ
る
と
自
称
し
て
い
る

（
（3
（

。
当
地
の
伝
承
で
は
、
韓

器
は
光
州
固
始
県
の
人
で
、
韓
堯
・
韓
球
と
い
う
二
人
の
弟
と
と
も
に
、
陳
政
・
陳
元
光
の
福
建
遠
征
に
随
従
し
て
漳
州
に
や
っ
て

き
た
と
い
う
。
そ
の
大
軍
は
か
つ
て
天
宝
大
山
を
通
り
か
か
り
、
麓
に
駐
屯
し
た
。
こ
れ
が
今
日
の
天
宝
鎮
路
辺
（
輅
軒
）
社
で
あ

る
と
い
う
。
韓
氏
三
兄
弟
は
陳
元
光
と
と
も
に
蛮
僚
を
平
定
し
、
器
は
そ
の
功
績
に
よ
り
昭
徳
将
軍
と
な
っ
て
雲
霄
に
駐
鎮
し
た
。

そ
の
後
、
漳
州
城
の
南
の
蓮
浦
（
洪
塘
社
）
に
遷
居
し
、
韓
器
の
子
孫
の
韓
観
佑
が
元
代
泰
定
年
間
（
一
三
二
四
～
一
三
二
八
）
に

路
辺
社
に
戻
っ
て
き
た
と
い
う
（
路
辺
社
の
韓
氏
の
開
基
祖
）（

（3
（

。
二
〇
〇
四
年
に
編
纂
さ
れ
た
『
韓
氏
家
譜
（
続
譜
）
』
に
よ
る
と
、

三
兄
弟
の
子
孫
は
現
在
、
蓮
浦
（
漳
州
高
新
技
術
産
業
開
発
区
顔
厝
鎮
宅
前
村
蓮
浦
小
区
）・
天
宝
路
辺
社
な
ど
に
集
居
し
て
い
る

と
い
う
。
路
辺
社
に
は
も
と
は
黄
・
林
・
韓
の
三
姓
が
住
ん
で
い
た
と
い
う
が
、
現
在
は
韓
姓
の
単
姓
村
で
あ
る

（
（3
（

。
韓
氏
一
族
は
、

天
宝
鎮
を
中
心
と
し
て
、
主
に
南
靖
県
方
面
に
分
布
し
て
い
る
。
漳
州
市
区
、
南
靖
県
、
龍
海
市
な
ど
の
韓
氏
は
、
ほ
と
ん
ど
が
天

宝
路
辺
か
ら
分
か
れ
出
て
き
た
も
の
で
あ
る
と
い
う

（
（3
（

。
韓
氏
一
族
の
重
要
施
設
と
し
て
、
路
辺
社
の
威
恵
廟
、
韓
氏
宗
祠
お
よ
び

万
春
楼
、
天
宝
楼
が
存
在
す
る
。
威
恵
廟
は
、
韓
氏
兄
弟
が
伝
え
残
し
た
史
跡
と
い
う
伝
承
が
あ
る
一
方
で
、
南
宋
時
代
に
陳
氏
の

人
々
が
創
建
し
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る

（
（3
（

。

路
辺
威
恵
廟
の
前
殿
で
は
威
恵
廟
で
陳
元
光
（
主
祀
）
と
馬
公
爺
と
韓
氏
を
祀
る
。
馬
公
爺
と
は
「
威
武
輔
順
上
将
軍
馬
仁
」、

韓
氏
と
は
「
馬
仁
の
妻
策
応
妙
英
夫
人
」
で
あ
る
と
い
う

（
（3
（

。
韓
氏
は
第
一
章
で
触
れ
た
陳
氏
の
族
譜
の
部
将
リ
ス
ト
に
見
い
だ
さ
れ
、

「
聖
王
部
下
分
営
将
、
馬
仁
、
任
明
威
将
軍
、
追
封
為
殿
前
都
検
使
威
武
輔
順
上
将
軍
。
韓
氏
輔
順
之
妻
、
蔭
封
為
策
応
妙
英
夫
人
」

と
あ
る
。
馬
仁
の
妻
と
し
て
韓
氏
＝
策
応
妙
英
夫
人
が
祀
ら
れ
て
い
た
の
は
、筆
者
が
訪
問
し
た
限
り
で
は
こ
の
廟
だ
け
で
あ
っ
た
。

聞
き
取
り
調
査
に
よ
れ
ば
、
韓
氏
は
韓
器
の
妹
で
あ
る
と
い
う
。

中
殿
は
保
福
庵
で
あ
り
、
観
音
仏
祖
を
祀
っ
て
い
る
。
観
音
仏
祖
の
木
像
は
天
宝
路
辺
社
の
開
基
祖
で
あ
る
韓
観
佑
が
喜
捨
し
て
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奉
納
し
た
も
の
で
、
背
の
上
に
は
韓
観
佑
の
名
が
刻
ま
れ
て
い
る

（
（3
（

。
す
な
わ
ち
、
こ
の
廟
の
壇
越
主
で
あ
る
。
後
殿
は
「
崇
徳
堂
」

と
い
い
、
唐
昭
徳
将
軍
韓
器
の
後
裔
で
、
仕
宦
し
た
も
の
を
祭
る
。
開
基
祖
観
佑
公
・
長
房
世
興
公
（
均
宇
）・
次
房
兆
興
公
（
均�

海
）・
三
房
文
興
公
（
均
謙
）・
四
房
徳
興
公
（
均
爵
）
の
位
牌
が
あ
る
。
天
宝
威
恵
廟
は
、
祠
廟
と
仏
寺
、
そ
し
て
祖
先
の
位
牌
を

祀
る
施
設
の
三
つ
が
一
つ
に
合
わ
さ
っ
て
い
る
点
が
特
徴
で
あ
る
。
第
三
章
で
論
じ
た
儒
山
廟
も
同
様
で
あ
り
、
福
建
南
部
特
有
の

形
態
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

（
（3
（

。
ま
た
、祠
廟
内
に
祖
先
で
あ
る
檀
越
主
の
位
牌
が
置
か
れ
て
祀
ら
れ
て
い
る
の
は
、趙
山
廟
、儒
山
廟
、

路
辺
威
恵
廟
に
共
通
し
て
い
る
。
路
辺
社
に
は
天
宝
路
辺
輅
軒
韓
氏
（
大
宗
）
の
祠
堂
「

追
堂
」
が
あ
る
が
、
韓
氏
一
族
が
日
頃

か
ら
親
し
ん
で
い
る
の
は
威
恵
廟
の
よ
う
だ
っ
た
。

「
部
将
」
の
子
孫
を
名
乗
る
者
た
ち
は
、
陳
元
光
の
祠
廟
の
中
に
同
姓
の
武
神
を
祀
る
傾
向
が
あ
る
。
韓
氏
の
場
合
は
、「
馬
仁
の

妻
韓
氏
」
が
祀
ら
れ
て
い
た
。
韓
氏
は
、
一
族
の
先
祖
の
女
性
を
陳
元
光
に
つ
い
で
信
仰
を
集
め
る
輔
順
将
軍
馬
仁
の
妻
と
す
る
こ

と
で
、
自
ら
陳
元
光
を
頂
点
と
す
る
信
仰
体
系
に
加
わ
っ
て
い
る
。
一
族
の
移
住
・
定
住
の
歴
史
だ
け
で
な
く
、
信
仰
の
面
に
お
い

て
も
、
陳
元
光
の
権
威
に
あ
や
か
ろ
う
と
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
韓
氏
は
い
つ
ど
の
よ
う
に
「
馬
仁
の
妻
韓
氏
」
を
一
族
の
先
祖

と
見
な
す
よ
う
に
な
っ
た
の
か
、
こ
の
展
開
を
辿
る
こ
と
が
で
き
る
文
献
を
未
だ
見
い
だ
せ
な
い
た
め
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
が
、

韓
器
の
様
々
な
事
蹟
が
、
口
述
の
伝
承
や
近
年
発
行
さ
れ
た
資
料
（
こ
れ
も
口
頭
伝
承
を
記
録
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
）
で
語
ら
れ
て

い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
鑑
み
る
と
、
あ
る
い
は
さ
ほ
ど
昔
の
こ
と
で
は
な
い
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
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お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
陳
元
光
と
そ
の
部
将
の
信
仰
が
九
龍
江
デ
ル
タ
社
会
で
如
何
な
る
展
開
を
見
せ
、
そ
れ
に
は
ど
の
よ
う
な
歴
史
的
背

景
が
あ
る
の
か
を
論
じ
た
。
そ
の
結
果
、
以
下
の
こ
と
が
指
摘
で
き
よ
う
。

〈
陳
元
光
遠
征
随
伴
伝
承
〉
と
陳
元
光
信
仰
の
受
容
に
は
あ
る
共
通
点
が
見
い
だ
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
あ
る
宗
族
が
自
ら
の
経
歴

あ
る
い
は
地
域
社
会
で
の
地
位
に
正
統
性
を
付
与
す
る
た
め
に
陳
元
光
と
一
族
を
結
び
つ
け
る
点
で
あ
る
。
陳
元
光
信
仰
を
担
う

人
々
は
、
祖
先
を
祠
堂
に
お
い
て
〈
祖
先
〉
と
し
て
祀
る
だ
け
で
な
く
、
神
廟
に
お
い
て
〈
神
〉
と
し
て
も
崇
拝
し
て
い
た
。
祖
先

の
経
歴
を
〈
陳
元
光
遠
征
随
伴
伝
承
〉
に
結
び
つ
け
る
こ
と
で
、
漳
州
地
域
内
に
お
い
て
中
原
か
ら
や
っ
て
き
た
正
統
な
漢
族
の
子

孫
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
、
社
会
的
地
位
を
上
昇
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
一
方
で
陳
元
光
を
頂
点
と
す
る
神
々
の
体
系
に
お
い
て
も
、

「
元
帥
」「
舍
人
」
と
い
っ
た
武
神
を
自
ら
の
祖
先
と
位
置
づ
け
、
さ
ら
に
そ
の
神
々
を
、
陳
元
光
と
関
係
が
あ
り
、
漳
州
を
平
定
し

た
武
将
で
あ
る
と
す
る
こ
と
で
そ
の
神
々
の
地
位
を
高
め
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

Ｊ
・
ワ
ト
ソ
ン
は
、
香
港
に
お
け
る
天
后
（
媽
祖
）
信
仰
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
論
じ
た
。
遷
界
令
に
よ
っ
て
地
域
社
会
が
混
乱

し
た
後
、
王
朝
の
勅
封
を
得
た
正
統
な
神
で
あ
る
天
后
は
沿
海
部
の
安
定
の
象
徴
と
な
っ
た
。
も
と
も
と
漁
民
や
「
水
上
人
（
蛋

民
）」
に
よ
っ
て
信
仰
さ
れ
て
い
た
が
、
遷
界
令
の
発
布
さ
れ
た
清
初
以
降
は
、
大
宗
族
の
地
域
社
会
に
お
け
る
覇
権
の
象
徴
と
な
っ

た
。
そ
し
て
地
域
の
保
護
神
と
し
て
旧
来
の
雑
多
な
神
々
を
飲
み
込
む
形
で
当
該
地
域
社
会
に
普
及
し
た
と
い
う

（
（3
（

。
陳
氏
の
族
譜

に
見
ら
れ
る
「
紹
興
二
十
年
の
勅
封
」
名
簿
は
、
祖
先
の
武
将
一
覧
と
い
う
よ
り
、
何
ら
か
の
民
間
信
仰
儀
式
の
際
に
、
招
か
れ
る

神
々
の
一
覧
の
よ
う
に
も
思
え
る
。
九
龍
江
デ
ル
タ
に
お
け
る
部
将
信
仰
も
香
港
の
天
后
信
仰
と
同
様
に
、
元
来
か
ら
あ
っ
た
「
元

帥
」
や
「
舍
人
」
と
い
う
元
来
注
目
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
雑
多
な
神
々
が
、
地
域
の
守
護
神
で
あ
っ
た
陳
元
光
の
部
将
と
し
て
、
陳
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元
光
を
頂
点
と
す
る
信
仰
の
体
系
に
組
み
込
ま
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
本
稿
で
論
じ
た
「
部
将
」
の
神
々
が
陳
元
光
信
仰
の
体
系
に

組
み
込
ま
れ
た
の
は
早
く
て
も
明
代
後
期
、
お
そ
ら
く
は
清
代
以
降
で
あ
る
と
筆
者
は
考
え
る
。
と
り
わ
け
、
遷
界
令
発
布
後
、
宗

族
組
織
お
よ
び
祭
祀
組
織
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
て
い
た
社
会
秩
序
が
崩
壊
し
て
、
そ
の
再
建
の
機
運
が
高
ま
っ
た
乾
隆
～
嘉
慶
年
間

で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
九
龍
江
デ
ル
タ
に
お
い
て
は
、〈
陳
元
光
遠
征
随
伴
伝
承
〉
も
ま
た
こ
の
時
期
に
お
け

る
宗
族
再
建
と
と
も
に
、
陳
姓
以
外
の
各
宗
族
に
普
及
し
て
い
っ
た
か
ら
で
あ
る

（
（4
（

。

註（
1
）�

石
田
浩
『
中
国
同
族
村
落
の
社
会
経
済
構
造
研
究

―
福

建
伝
統
農
村
と
同
族
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』
関
西
大
学
出
版
部
、

一
九
九
六
年
、
阮
雲
星
『
中
国
の
宗
族
と
政
治
文
化
現
代

―
「
義
序
」
郷
村
の
政
治
人
類
学
的
考
察
』
創
文
社
、

二
〇
〇
五
年
、
潘
宏
立
『
現
代
東
南
中
国
の
漢
族
社
会

―

閩
南
農
村
の
宗
族
組
織
と
そ
の
変
容
』
風
響
社
、
二
〇
〇
二

年
な
ど
。

（
2
）�

鄧
曉
華
・
楊
翊
「
宗
族
社
会
と
民
間
信
仰

―
三
つ
の
客
家

村
落
に
お
け
る
民
間
信
仰
の
人
類
学
的
考
察
」
三
尾
裕
子

編
『
民
俗
文
化
の
再
生
と
創
造

―
東
ア
ジ
ア
海
域
地
域
の

人
類
学
的
研
究
』
風
響
社
、
二
〇
〇
五
年
、
二
三
頁
―
六
八

頁
、
山
本
真
『
近
現
代
中
国
に
お
け
る
社
会
と
国
家

―
福

建
省
で
の
革
命
、
行
政
の
制
度
化
、
戦
時
動
員
』
創
土
社
、

二
〇
一
六
年
。

（
3
）�

山
本
真
前
掲
書
、
鄧
曉
華
・
楊
翊
前
掲
論
文
。

（
4
）�

傅
衣
凌
「
論
郷
族
勢
力
対
於
中
国
封
建
経
済
的
干
渉

―
中

国
封
建
社
会
長
期
遅
滞
的
一
個
探
索
」
同
『
明
清
社
会
経
済

史
論
文
集
』
北
京
：
中
華
書
局
、
二
〇
〇
八
年
三
月
、
七
九

頁
―
一
〇
四
頁
（
原
載
は
『
厦
門
大
学
学
報
』〈
社
会
科
学
版
〉

一
九
六
一
年
三
期
、
厦
門
大
学
、
八
三
頁
―
九
七
頁
）、
鄭
振

満
『
明
清
福
建
家
族
組
織
与
社
会
変
遷
』
北
京
：
中
国
人
民

大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
（
初
版
は
一
九
九
二
年
）。

（
5
）�

鄭
振
満
「
神
廟
祭
典
与
社
区
発
展
模
式
―
―
莆
田
江
口
平

原
的
例
証
」
鄭
振
満
『
郷
族
与
国
家
―
―
多
元
視
野
中
的

閩
台
伝
統
社
会
』
北
京
：
生
活
・
読
書
・
新
知
三
聯
書
店
、

二
〇
〇
九
年
五
月
、二
一
〇
頁
―
二
三
七
頁
（
原
載
は
『
史
林
』

上
海
：
上
海
社
会
科
学
院
歴
史
研
究
所
、
一
九
九
五
年
第
一�

期
、
三
三
頁
―
四
七
頁
、
一
一
一
頁
）。
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（
6
）�B

arend J. ter H
aar , “T

he G
enesis and S

pread of 
T
em

ple C
ults in F

ukien,” in E
.B

. V
erm

eer (ed. ), 
D

evelopm
ent and D

ecline of Fukien Province in the 17th 
and 18th C

enturies, pp.349-396, L
eiden : B

rill , 1990.

（
7
）�

台
湾
の
陳
元
光
廟
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
台
北
士
林
区

芝
山
巌
に
あ
る
恵
済
宮
が
あ
る
。
漳
州
系
移
民
の
多
い
宜
蘭

県
に
は
特
に
多
く
見
ら
れ
、
二
八
座
存
在
す
る
と
い
う
。
游

謙
・
施
芳
瓏
『
宜
蘭
県
民
間
信
仰
』
宜
蘭
県
史
系
列
社
会
類
四
、

宜
蘭
県
政
府
、二
〇
〇
三
年
、二
六
三
頁
。
丁
荷
生
（K

enneth 
D

ean

）
と
鄭
振
満
に
よ
る
と
、
陳
元
光
の
著
名
な
廟
は
、
宜

蘭
県
に
は
二
五
座
、
台
湾
全
島
で
は
七
〇
座
存
在
す
る
と
い

う
。「
閩
台
道
教
与
民
間
諸
神
崇
拝
」
鄭
振
満
『
郷
族
与
国
家

―
多
元
視
野
中
的
閩
台
伝
統
社
会
』
北
京
：
生
活
・
読
書
・

新
知
三
聯
書
店
、
二
〇
〇
九
年
五
月
、
一
八
七
頁
（
原
載
は

『
中
央
研
究
院
民
族
学
研
究
所
集
刊
』
第
七
三
期
、
中
央
研
究

院
民
族
学
研
究
所
、
一
九
九
二
年
八
月
、
三
三
頁
―
五
一
頁
）。

東
南
ア
ジ
ア
で
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
陳
氏
宗
祠
（
保
赤
宮
）

を
は
じ
め
、
マ
レ
ー
シ
ア
に
は
ペ
ナ
ン
の
陳
氏
宗
祠
や
漳
州

会
館
、
マ
ラ
ッ
カ
の
陳
氏
穎
川
堂
な
ど
が
あ
り
、
東
南
ア
ジ

ア
各
地
の
陳
氏
や
漳
州
出
身
者
の
信
仰
を
集
め
て
い
る
。
大

川
富
士
男
「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
マ
レ
ー
シ
ア
地
域
の
華
人
の

会
館
と
宗
祠
」『
立
正
大
学
文
学
部
論
叢
』
七
二
号
、
立
正
大

学
文
学
部
、一
九
八
二
年
二
月
、一
二
頁
お
よ
び
坂
出
祥
伸『
道

教
と
東
南
ア
ジ
ア
華
人
社
会

―
そ
の
信
仰
と
親
族
的
結
合
』

東
方
書
店
、
二
〇
一
三
年
、
一
二
五
頁
。

（
8
）�

福
建
莆
田
平
原
の
社
会
組
織
と
神
廟
を
中
心
と
し
た
祭
祀
組

織
の
歴
史
的
変
遷
に
つ
い
て
は
、
鄭
振
満
前
掲
論
文
「
神

廟
祭
典
与
社
区
発
展
模
式
」
お
よ
びK

enneth D
ean and  

Zheng Zhenm
an

（
鄭
振
満
）, Ritual Alliances of Putian 

Plain: H
istorical Introduction to the Return of the G

ods, 
L
eiden: B

rill, 2010.

閩
南
の
宗
族
組
織
と
神
祇
祭
祀
に
つ

い
て
の
人
類
学
的
研
究
と
し
て
、
潘
宏
立
前
掲
書
。

（
9
）�

丁
荷
生
・
鄭
振
満
前
掲
論
文
、
一
八
七
頁
。
ま
た
林
本
諒
「
龍

海
市
開
漳
聖
王
廟
宇
」同『
龍
海
市
開
漳
聖
王
相
関
参
考
資
料
』

私
家
版
所
収
。
な
お
、
林
本
諒
氏
は
龍
海
市
文
史
資
料
弁
公

室
の
元
主
任
で
あ
り
、
長
く
『
龍
海
文
史
資
料
』
の
編
纂
に

関
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
。
本
資
料
は
、
筆
者
が
二
〇
一
〇
年
三

月
に
漳
州
市
区
お
よ
び
龍
海
市
に
お
い
て
調
査
を
行
っ
た
際

に
、
林
氏
の
ご
好
意
に
よ
り
提
供
い
た
だ
い
た
も
の
で
あ
る
。

（
10
）�

詳
細
は
、
拙
稿
「
明
清
時
代
の
福
建
漳
州
府
と
陳
元
光
遠
征

随
伴
伝
承
」『
史
朋
』
第
四
七
号
、
北
海
道
大
学
東
洋
史
談
話

会
、
二
〇
一
四
年
一
二
月
、
九
頁
―
一
一
頁
。

（
11
）�
拙
稿
「
宋
明
漳
州
陳
元
光
考
」
陳
支
平
主
編
『
一
統
多
元
文

化
的
宗
教
闡
釈

―
閩
台
民
間
信
仰
論
叢
』
厦
門
：
厦
門
大

学
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
三
月
、
一
九
二
頁
―
二
一
八
頁
。

（
12
）�

康
熙
『
平
和
県
志
』
巻
四
、
祀
典
志
、
廟
祀
、
威
恵
王
廟
。
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（
13
）�

嘉
慶
『
雲
霄
庁
志
』
巻
三
、
風
土
志
、
歳
時
、
上
元
。
ま
た
、

康
熙
『
平
和
県
志
』
巻
一
〇
、
風
土
志
、
民
風
、
歳
時
に
「（
正

月
）
十
三
日
、
迎
威
恵
王
、
遊
行
街
市
」
と
あ
る
。

（
14
）�
註
（
10
）
参
照
。 

（
15
）�

白
石
丁
氏
一
族
と
『
白
石
丁
氏
古
譜
』
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

前
掲
「
明
清
時
代
の
福
建
漳
州
府
と
陳
元
光
遠
征
随
伴
伝
承
」

一
六
頁
―
一
八
頁
、
お
よ
び
拙
稿
「
明
代
の
福
建
漳
州
府
に

お
け
る
宗
族
の
形
成

―
龍
渓
県
の
白
石
丁
氏
を
め
ぐ
っ
て
」

『
東
洋
学
報
』
第
九
八
巻
第
三
号
、公
益
財
団
法
人
東
洋
文
庫
、

二
〇
一
六
年
一
二
月
。

（
16
）�「
白
石
丁
氏
古
譜
懿
蹟
紀
」
第
九
世
丁
知
幾
の
伝
記
に
附
さ
れ

て
い
る
「
漳
州
太
守
王
公
諱
仲
謙
重
修
官
港
記
」
に
対
す
る

丁
世
勲
の
考
察
。

（
17
）�

小
島
毅
「
正
祠
と
淫
祠

―
福
建
の
地
方
志
に
お
け
る
記
述

と
論
理
」『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
一
一
四
号
、
東
京

大
学
東
洋
文
化
研
究
所
、
一
九
九
一
年
二
月
、
一
六
〇
頁
―

一
六
四
頁
、
鄭
振
満
「
呉
真
人
信
仰
的
歴
史
考
察
」
鄭
振
満

前
掲
『
郷
族
与
国
家
』
一
九
一
頁
―
二
〇
九
頁
（
原
載
は
厦

門
呉
真
人
研
究
会
・
青
礁
慈
済
東
宮
董
事
会
編『
呉
真
人
研
究
』

厦
門
：
鷺
江
出
版
社
、
一
九
九
二
年
、
六
六
頁
―
七
七
頁
）。

（
18
）�「
懿
蹟
紀
」
丁
遷
伝
に
附
さ
れ
た
丁
祖
伝
に
「

宋
仁
宗
朝
呉

真
君
、
以
通
家
、
善
書
。
為
吾
舍
再
録
此
頌
及
敘
、
貽
于
祠
堂
、

為
世
守
芳
規
。
其
榜
末
題
云
、
天
聖
五
年
臘
月
吉
日
、
泉
礁

江
濮
陽
布
叟
呉
本
謹
奉
命
拝
書
」
と
あ
る
。

（
19
）�

陳
元
光
に
対
す
る
「
州
主
」
と
い
う
呼
称
は
、前
述
の
と
お
り
、

康
煕
『
平
和
県
志
』
に
見
い
だ
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
清
初

頃
に
「
州
主
」
と
い
う
呼
称
が
一
般
的
に
な
っ
て
い
た
こ
と

が
う
か
が
え
る
。

（
20
）�「
懿
蹟
紀
」
丁
自
得
伝
に
「
即
端
平
二
年
捨
建
慈
済
宮
三
座
在

官
港
上
者
。
今
五
甲
社
趙
山
廟
所
祀
檀
樾
是
」
と
あ
る
。

（
21
）�

拙
稿
前
掲
「
明
清
時
代
の
福
建
漳
州
府
と
陳
元
光
遠
征
随
伴

伝
承
」
お
よ
び
拙
稿
前
掲
「
明
代
の
福
建
漳
州
府
に
お
け
る

宗
族
の
形
成
」。

（
22
）�『
白
石
丁
氏
古
譜
』「
白
石
丁
氏
懿
蹟
紀
」
始
祖
丁
儒
伝
の

二
五
世
丁
中
駒
に
よ
る
考
察
。
丁
中
駒
は
乾
隆
十
六
年

（
一
七
五
一
）
に
貢
生
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。

（
23
）�

石
美
に
は
山
美
廟
と
い
う
祠
廟
が
あ
り
、
主
に
陳
元
光
と
輔

勝
将
軍
李
伯
瑶
お
よ
び
そ
の
夫
人
（
金
徳
夫
人
）
が
祀
ら
れ

て
い
る
。
筆
者
が
二
〇
一
八
年
に
当
該
廟
を
訪
問
し
た
と
こ

ろ
、
重
修
作
業
中
で
あ
っ
た
。「
山
美
廟
歴
史
及
諸
神
簡
介
」

『
廟
會
走
透
透
官
網
』http://w

w
w
.m

hztt.com
/forum

.
php?m

od=view
thread&

tid=1861

、
二
〇
一
六
年
一
一
月

二
九
日
閲
覧
。

（
24
）�
万
暦
『
漳
州
府
志
』
巻
三
〇
、
海
澄
県
、
雑
志
、
宮
廟
お
よ

び
崇
禎
『
海
澄
県
志
』
巻
一
五
、
方
外
志
、
廟
、
儒
山
廟
。

（
25
）�

我
将
軍
侯
李
公
、
協
貞
元
運
会
、
在
京
兆
英
勇
之
門
、
承
衛
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国
公
之
貽
謀
、
述
宣
昭
公
之
燕
翼
。
克
肖
祖
父
、
素
裕
韜
略
、

是
天
之
重
其
所
以
生
也
。
既
重
所
生
又
厚
所
報
、
故
使
白
瑤

之
名
、
崑
生
之
字
、
顕
著
当
世
、
動
聖
明
知
。
因
中
郎
将
陳

政
出
鎮
泉
潮
、
折
柳
囲
営
漳
江
、
死
於
藍
雷
之
賊
。
其
子
陳

元
光
襲
職
、
請
救
兵
討
賊
。
於
総
章
元
年
仲
春
朔
、
書
到
京

師
、
皇
帝
聞
之
、
臨
衛
国
公
府
曰
、（
中
略
）
今
授
爾
剣
印
為

将
軍
、
直
抵
泉
潮
間
、
調
将
士
救
難
、（
中
略
）
対
曰
、
敬
領

聖
旨
、（
中
略
）
臣
即
竭
力
報
陛
下
之
知
遇
耳
。
遂
用
江
普

為
左
衝
、
盧
振
為
右
突
、
帯
馬
歩
三
千
、
以
助
中
郎
将
、
即

時
啓
行
、

六
月
望
日
至
、
見
賊
狡
獪
難
得
、
乃
以
驕
兵
之

計
、
致
其
来
侵
、
生
擒
藍
雷
二
賊
殺
之
、
三
十
六
寨
相
継
而

平
、
漳
江
之
路
大
通
。
時
届
灯
節
、
散
歩
微
行
、
尽
是
純
熙

美
景
。
公
乃
別
中
郎
将
、
往
京
奏
捷
、
登
程
数
日
、
餘
氛
探

知
国
無
主
、
謀
遂
作
孽
於
娘
子
洞
餌
殺
、
襲
職
中
郎
将
。
先

鋒
馬
仁
赴
難
而
死
、
前
功
幾
於
尽
墜
。（
中
略
）
遂
遣
人
馳
奮

京
兆
令
十
三
子
亟
請
允
命
随
征
、（
中
略
）尽
復
漳
江
之
地
。（
中

略
）
皇
帝
曰
、
勲
臣
之
後
、
復
建
奇
勲
、
朕
得
斯
人
、
為
輔

則
勝
、
不
得
不
勝
、
妙
算
如
神
、
誠
在
聖
而
不
可
知
之
之
人
也
。

遂
誥
封
為
輔
勝
将
軍
、
聖
侯
生
鎮
漳
江
地
方
、
生
共
天
禄
死

則
廟
祀
、
爾
十
三
子
随
征
俱
有
汗
馬
之
労
、
長
当
襲
爵
、
餘

皆
封
為
防
禦
団
練
、
使
各
兼
庶
秩
、
備
要
務
以
防
南
海
百
蛮
、

賜
爾
敕
命
。（
中
略
）
永
綏
多
福
垂
裕
後
昆
享
寿
六
十
終
於
咸

亨
三
年
三
三
之
辰
。
賜
諡
威
恵
、
及
上
元
元
年
穀
日
得
黄
妙

応
之
来
択
吉
於
北
渓
地
渡
水
而
東
、
主
葬
在
虎
形
山
、
号
曰

喬
木
世
家
。（
中
略
）
時
元
和
十
年
吉
旦
、漳
人
請
紀
功
勒
石
、

群
臣
題
奏
。
皇
帝
允
之
、
命
考
功
郎
知
制
誥
韓
愈
敘
事
為
記

而
贈
之
詞
。

（
26
）�

光
緒
『
漳
州
府
志
』
巻
一
三
、
秩
官
五
、
国
朝
、
海
澄
県
、

知
県
に
「
湘
潭
監
生
十
三
年
任
」
と
あ
る
。

（
27
）�

遷
界
が
行
わ
れ
た
範
囲
が
海
岸
線
か
ら
ど
れ
く
ら
い
の
距
離

で
あ
っ
た
の
か
、
文
献
に
よ
り
記
述
が
異
な
る
が
、
お
お
よ

そ
三
〇
里
ほ
ど
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
異
説
も
あ
り
、
幅
は

四
〇
里
、
五
〇
里
、
二
〇
～
三
〇
里
な
ど
と
も
言
わ
れ
る
。

浦
廉
一
「
清
初
の
遷
界
令
の
研
究
」『
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
』

五
、一
九
五
四
年
、
一
三
三
頁
、
林
田
芳
雄
『
鄭
氏
台
湾
史

―
鄭
成
功
三
代
の
興
亡
実
紀
』
汲
古
書
店
、
二
〇
〇
三
年
、

一
一
四
頁
―
一
二
五
頁
お
よ
び
一
五
五
頁
註
一
一
一
。
立
ち

入
り
を
禁
ず
る
境
界
線
上
に
は
「
界
溝
」
や
「
界
牆
」
と
い
っ

た
構
造
物
が
築
か
れ
、
砲
台
や
軍
営
を
設
け
て
厳
重
に
防
備

を
固
め
て
い
た
。
多
く
の
者
が
零
落
し
離
散
し
、
大
量
の
死

者
が
出
た
一
方
で
、
豪
民
や
大
商
人
が
役
人
と
結
託
し
て
専

横
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
以
下
に
三
つ

の
史
料
を
挙
げ
る
。

	
阮
旻
錫
『
海
上
見
聞
録
』
順
治
十
八
年
（
一
六
六
一
）
八
月
条

	

　

�
京
中
命
戸
部
尚
書
蘇
納
海
至
閩
、
遷
海
辺
居
民
之
内
地
、
離

海
三
十
里
村
荘
田
宅
、悉
皆
焚
棄
。（
中
略
）至
是
、上
自
遼
東
、
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下
至
広
東
皆
遷
徙
、
築
垣
牆
、
立
界
石
、
撥
兵
戍
守
。
出
界

者
死
。
百
姓
失
業
流
離
、
死
亡
者
以
億
万
計
。

	
江
日
昇
『
台
湾
外
記
』
康
煕
三
年
（
一
六
六
四
）
三
月
条

	

　

�
率
泰
知
鄭
経
已
遁
台
湾
、
即
移
舟
師
到
銅
山
。
馳
令
各
島
曁

沿
辺
百
姓
、尽
移
入
内
地
。
逢
山
開
溝
二
丈
餘
深
、二
丈
餘
闊
、

名
為
界
溝
。
又
溝
内
築
牆
、
厚
四
尺
餘
、
高
八
尺
（
或
一
丈
）、

名
為
界
牆
。
逢
渓
河
、
用
大
木
樁
柵
。
五
里
相
望
、
於
高
阜

処
置
砲
台
、
台
外
二
煙
墩
。
二
、三
十
里
設
一
大
営
盤
、
営
将
、

千
、
把
総
率
衆
守
護
其
間
。
日
則
瞭
望
、
夜
則
伏
路
、
如
逢

有
警
。
一
台
煙
起
、
左
右
各
相
応
、
営
将
各
揮
衆
合
囲
攻
撃
。

五
省
沿
辺
如
是
。
時
守
界
弁
兵
最
有
威
権
、
賄
之
者
、
縦
其

出
入
不
問
。
有
睚
眥
者
、
拕
出
界
牆
外
殺
之
。
官
不
問
、
民

含
冤
莫
訴
。
人
民
失
業
、
号
泣
之
声
載
道
。
郷
井
流
離
、
顚

沛
之
惨
非
常
。
背
夫
、
棄
子
、
失
父
、
離
妻
、
老
稚
塡
於
溝
壑
、

骸
骨
暴
於
荒
野
。

	

屈
大
均
『
広
東
新
語
』
巻
二
、
地
語
「
遷
海
」

	

　

�

歳
壬
寅
二
月
、
忽
有
遷
民
之
令
。
満
洲
科
爾
坤
・
介
山
二
大

人
者
、
親
行
辺
徼
、
令
浜
海
民
悉
徙
内
地
五
十
里
、
以
絶
接

済
台
湾
之
患
。
於
是
麾
兵
折
界
、
期
三
日
尽
夷
其
地
、
空
其

人
民
。
棄
貲
携
累
、
倉
卒
奔
走
、
野
処
露
棲
、
死
亡
載
道
者
、

以
数
十
万
計
。
明
年
癸
卯
、
華
大
人
来
巡
辺
界
、
再
遷
其
民
。

其
八
月
、
伊
・
呂
二
大
人
復
来
巡
界
。
明
年
甲
辰
三
月
、
特

大
人
又
来
巡
界
、
遑
遑
然
以
海
防
為
事
。
民
未
尽
空
為
慮
、

皆
以
台
湾
未
平
故
也
。
先
是
、
人
民
被
遷
者
以
為
不
久
即
帰
、

尚
不
忍
舍
離
骨
肉
。
至
是
飄
零
日
久
、
養
生
無
計
。
於
是
父

子
夫
婦
相
棄
、
痛
哭
分
携
。
斗
粟
一
児
、
百
銭
一
女
、
豪
民

大
賈
。
致
有
不
損
錙
銖
、
不
煩
粒
米
、
而
得
人
全
室
以
帰
者
。

其
丁
壮
者
去
為
兵
、
老
弱
者
展
転
溝
壑
。
或
合
家
飲
毒
、
或

尽
帑
投
河
。
有
司
視
如
螻
蟻
、
無
安
挿
之
恩
。
親
戚
視
如
泥

沙
、
無
周
全
之
誼
。
於
是
八
郡
之
民
、
死
者
又
以
数
十
万
計
。

民
既
尽
遷
、
於
是
毀
屋
廬
以
作
長
城
、
掘
墳
塋
而
為
深
塹
、

五
里
一
墩
、
十
里
一
台
。
東
起
大
虎
門
、
西
迄
防
城
、
地
方

三
千
餘
里
、
以
為
大
界
。
民
有
闌
出
咫
尺
者
、
執
而
誅
戮
。

而
民
之
以
誤
出
牆
外
死
者
、
又
不
知
幾
何
万
矣
。
自
有
粵
東

以
来
、
生
霊
之
禍
、
莫
惨
於
此
。

（
28
）�

九
龍
江
デ
ル
タ
地
域
に
お
け
る
鄭
氏
集
団
と
清
朝
と
の
交
戦

の
状
況
に
つ
い
て
は
、
林
田
芳
雄
『
鄭
氏
台
湾
史

―
鄭
成

功
三
代
の
興
亡
実
紀
』
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
三
年
、
九
一
頁

―
一
五
八
頁
。

（
29
）�『
白
石
丁
氏
古
譜
』
丁
春
芳
（
二
五
世
）「
文
峰
丁
氏
族
譜
序
」

康
煕
四
十
七
年
（
一
七
〇
八
）。

（
30
）�

万
暦
『
漳
州
府
志
』
巻
一
三
、
龍
渓
県
、
規
制
志
、
坊
市
お

よ
び
同
書
巻
一
四
、
兵
防
志
、
土
堡
。

（
31
）�
韓
器
の
名
の
初
出
は
康
煕
『
漳
州
府
志
』
で
あ
り
、
ま
た
、

第
一
章
で
言
及
し
た
陳
氏
一
族
の
族
譜
に
収
め
ら
れ
て
い
る

部
将
の
リ
ス
ト
に
も
名
が
あ
る
。
伝
は
存
在
せ
ず
、
如
何
な
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る
人
物
な
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
韓
氏
の
族
譜
に
も
「
皇
唐

開
基
始
祖
昭
徳
将
軍
諱
器
【
府
兵
隊
正
】」
と
の
記
載
が
あ
る

だ
け
で
あ
る
。
む
し
ろ
韓
氏
の
族
譜
の
記
載
は
、
陳
氏
の
族

譜
あ
る
い
は
漳
州
府
志
の
引
き
写
し
で
あ
る
可
能
性
が
高
い

と
思
わ
れ
る
。
天
宝
路
辺
韓
氏
に
つ
い
て
は
、拙
稿
前
掲
「
明

清
時
代
の
福
建
漳
州
府
と
陳
元
光
遠
征
随
伴
伝
承
」
一
五
頁

―
一
六
頁
。

（
32
）�『
天
宝
輅
軒
韓
氏
家
譜
』
に
「
天
宝
輅
軒
里
路
辺
社
開
基
始
祖

観
佑
公
、
即
大
宗
肇
基
公
也
。
世
伝
源
流
枝
派
。
有
元
始
祖

考
諱
観
佑
公
。
于
元
泰
定
年
間
、
卜
居
択
地
、
自
漳
城
南
門

外
蓮
浦
、
遷
居
於
漳
州
府
城
西
門
外
龍
渓
県
廿
一
都
天
宝
里

路
辺
社
。
創
業
貽
謨
、
建
宅
舍
地
、
産
業
伝
子
孫
永
長
焉
。

（
中
略
）
併
軽
財
好
施
本
地
神
廟
、
有
捐
助
之
功
。
観
音
仏
祖

宝
像
背
上
、
書
観
佑
公
的
名
為
記
」
と
あ
る
。
当
該
族
譜
は
、

原
本
は
抄
本
、
明
崇
禎
十
七
年
（
一
六
四
四
）
初
修
、
民
国

十
五
年
（
一
九
二
六
）
序
が
あ
る
。
こ
の
影
印
が
漳
州
市
海

峡
文
史
資
料
館
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
筆
者
は
こ
れ
を
参
照
し

た
。

（
33
）�

漳
州
市
天
宝
路
辺
威
恵
廟
理
事
会
編
印
『
福
建
漳
州
天
宝
路

辺
威
恵
廟
簡
介
』
刊
行
年
不
明
お
よ
び
『
韓
氏
家
譜
（
続

譜
）』。
当
該
族
譜
は
抄
本
、
二
〇
〇
四
年
刊
、
原
本
は
韓
氏

蔵
。
こ
れ
の
影
印
が
漳
州
市
海
峡
文
史
資
料
館
に
所
蔵
さ
れ

て
い
る
。
本
稿
で
は
該
館
所
蔵
の
影
印
を
使
用
し
た
。
な
お
、

崇
禎
十
七
年
（
一
六
四
四
）
に
初
め
て
編
纂
さ
れ
、
清
末
の

光
緒
年
間
（
一
八
七
五
～
一
九
〇
八
）
ま
で
に
数
回
の
加
筆

を
経
て
い
る
『
天
宝
輅
軒
韓
氏
家
譜
』
で
は
、
こ
の
よ
う
な

伝
承
は
見
い
だ
さ
れ
な
い
。
詳
細
は
拙
稿
前
掲
「
明
清
時
代

の
福
建
漳
州
府
と
陳
元
光
遠
征
随
伴
伝
承
」
一
五
頁
―
一
六

頁
。『
天
宝
輅
軒
韓
氏
家
譜
』
は
手
抄
本
で
、原
本
は
韓
氏
蔵
。

中
華
民
国
十
五
年
（
一
九
二
六
）
の
序
が
あ
る
。
こ
れ
の
影

印
が
同
じ
く
漳
州
市
海
峡
文
史
資
料
館
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、

本
稿
で
は
該
館
所
蔵
の
影
印
を
使
用
し
た
。

（
34
）�

林
殿
閣
主
編
『
漳
州
姓
氏
』
北
京
：
文
史
出
版
社
、
二
〇
〇
七�

年
、
三
四
八
頁
―
三
五
〇
頁
。
政
協
福
建
省
龍
海
市
委
員
会

編
『
龍
海
姓
氏
』
漳
州
：
漳
州
文
化
与
出
版
局
、二
〇
〇
八
年
、

一
一
九
頁
―
一
二
一
頁
。

（
35
）�

前
掲
『
福
建
漳
州
天
宝
路
辺
威
恵
廟
簡
介
』。

（
36
）�

前
掲
『
福
建
漳
州
天
宝
路
辺
威
恵
廟
簡
介
』。

（
37
）�「
信
士
韓
観
佑
、謹
命
身
己
未
建
立
、謹
抽
浄
財
命
工
彫
造
観
音
、

土
地
、
善
財
、
宝
相
已
完
工
、
于
保
福
庵
供
養
、
祈
求
身
富

庵
□
□
保
合
家
平
安
者
。
太
歳
乙
丑
小
建
□
年
五
月
、
信
士

韓
観
佑
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。

（
38
）�
龍
海
市
東
園
鎮
過
田
村
圳
尾
社
に
あ
る
龍
応
寺
は
、
圳
尾
陳

氏
が
管
理
し
て
い
る
仏
寺
で
あ
る
。
弥
勒
仏
を
主
祀
し
て
い

る
が
、
陳
元
光
が
配
祀
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
北
渓
陳
氏
の
開

基
祖
の
位
牌
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
圳
尾
陳
氏
の
活
動
場
所



東洋文化研究 22 号　　32

と
な
っ
て
い
る
。

（
39
）�Jam

es L
. W

atson, “
S
tandardizing the G

ods: T
he 

P
rom

otion of T
'ien H

ou ('E
m
press of H

eaven') 
along the S

outh C
hina C

oast, 960 -1960,” in D
avid 

Johnson, A
ndrew

 N
athan, and E

velyn S
. R

aw
ski (eds.), 

P
opu

lar C
u

ltu
re in

 L
ate Im

perial C
h

in
a, B

erkeley: 
U
niversity of C

alifornia P
ress, pp.292-392: pp.306-

310. 

（
40
）�

拙
稿
前
掲
「
明
清
時
代
の
福
建
漳
州
府
と
陳
元
光
遠
征
随
伴

伝
承
」。

【
附
記
】
本
稿
は
、
学
習
院
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
二
〇
一
八
年
度
「
東
ア
ジ
ア
学
」
共
創
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
助
成
を
受
け
、「
中
日
古
代

中
国
社
会
文
化
史
学
術
研
討
会
」（
二
〇
一
八
年
一
〇
月
二
七
～
二
八
日
、
広
州
・
中
山
大
学
）
に
お
い
て
報
告
し
た
「
九
龍
江
三
角
洲
地
区

的
陳
元
光
信
仰
和
宗
族
社
会

―
対
陳
元
光
与
其
部
将
信
仰
及
相
関
宗
族
的
初
歩
探
討
」
を
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。


